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国
文
学
研
究
資
料
館
チ
エ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
共
編

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
』
に
つ
い
て

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ィ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
旧
蔵
者

で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ

人
の
鉱
山
王
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
．
ビ
ー
テ
ィ

ー
卿
が
初
め
て
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
の

は
、
一
九
一
七
年
春
で
あ
っ
た
。
以
後
、

卿
は
四
か
月
に
亘
っ
て
京
都
や
奈
良
、

大
阪
、
横
浜
な
ど
の
名
所
を
訪
ね
、
古

美
術
商
め
ぐ
り
を
楽
し
み
、
数
多
の
奈

良
絵
本
、
絵
巻
、
風
俗
画
の
類
を
購
入

し
た
。
一
九
五
○
年
代
に
入
り
、
卿
は

ダ
ブ
リ
ン
に
移
っ
た
が
、
版
本
類
の
蒐

瞥
は
こ
の
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

卿
の
購
入
記
録
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共

和
国
ダ
ブ
リ
ン
市
に
あ
る
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
に
、

そ
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
と

併
せ
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
卿
の
日

本
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
世
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
約
四
十
年
前

ま
で
潮
る
。
以
来
、
『
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ

ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
日
本
絵

入
本
及
絵
本
目
録
』
（
一
九
七
九
年
、

弘
文
荘
）
、
秘
蔵
美
術
大
観
５
『
チ
ェ

ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
」

（
一
九
九
三
年
、
講
談
社
）
等
々
が
刊

行
さ
れ
、
豪
華
な
大
型
絵
巻
や
華
麗
な

細
密
画
、
他
に
伝
本
の
存
在
を
聞
か
な

い
版
本
な
ど
、
稀
観
本
の
数
々
が
紹
介

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
に

は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
神
戸
市
立
博

物
館
・
名
古
屋
市
博
物
館
で
展
示
が
行

わ
れ
（
『
日
本
の
物
語
絵
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
）
、
『
長
恨
歌
絵
巻
」

修
復
の
た
め
の
里
帰
り
展
示
な
ど
も
実

現
し
た
。
（
「
日
本
美
術
修
復
計
画
甦

る
在
外
名
画
展
」
、
一
九
九
五
年
、
東

京
国
立
博
物
館
）
。
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ

ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
の
名
声
は

ハ
ー

中
野
真
麻
理

1

不
動
の
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

今
回
、
当
館
と
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー

テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
共
編
に
成
る

「
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
』
（
二
○
○

二
年
三
月
、
勉
誠
出
版
）
は
、
日
本
関

係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
絵
巻
・
絵

本
を
主
体
と
す
る
古
典
籍
全
二
六
三
点

の
解
題
目
録
で
あ
る
。
解
題
篇
・
図
録

篇
の
二
分
冊
か
ら
成
り
、
「
絵
巻
・
絵

本
」
部
に
写
本
一
二
九
点
、
「
絵
入
り
版

本
」
部
に
版
本
一
○
六
点
を
収
録
す
る
。

写
本
部
に
は
「
写
本
絵
巻
・
絵
本
総

説
」
「
各
論
総
説
」
（
竹
取
物
語
・
源
氏

物
語
・
文
正
草
子
・
歌
仙
・
八
景
の
総

説
）
に
続
き
、
一
作
品
ご
と
の
解
題
を

収
め
る
。
各
作
品
は
、
「
物
語
絵
」
「
御

伽
草
子
絵
」
「
芸
能
絵
」
「
説
話
絵
伝

記
絵
」
「
中
国
故
事
絵
」
「
軍
記
絵
」

「
歌
仙
絵
和
歌
絵
」
「
名
所
絵
」
「
祭

礼
絵
風
俗
絵
」
「
記
録
絵
産
業
絵
」

「
動
植
物
絵
」
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
て

掲
出
し
た
。
絵
入
り
版
本
に
つ
い
て
は
、

「
版
本
総
説
」
に
続
き
、
「
画
譜
類
」

「
絵
本
類
」
「
狂
歌
絵
本
・
絵
俳
書
等
」

「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
「
経
典
・
仏
画
」

を
版
本
の
後
に
一
括
し
た
。

各
作
品
の
解
説
は
、
文
学
の
み
な
ら

ず
、
広
く
美
術
・
歴
史
の
研
究
者
の

周

方
々
に
執
筆
頂
き
、
諸
伝
本
間
に
於
け

る
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
本
の
位

置
付
け
、
作
品
成
立
の
文
化
史
的
背
景

の
ほ
か
、
特
に
美
術
的
視
野
に
立
っ
て

の
見
解
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
全
作
品
に
つ

い
て
、
研
究
上
重
要
と
考
え
ら
れ
る
箇

所
を
図
録
篇
に
収
録
、
日
英
両
文
の
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
を
添
え
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
初
回
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
訪
問
は
、
一
九
九
一
年

三
月
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
が
、
予

て
詳
細
な
解
題
目
録
の
作
成
を
希
望
し

て
お
ら
れ
る
旨
を
承
っ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
聞
く
。
一
九
九
三
年
ま
で
計
四

回
、
学
芸
員
の
潮
田
淑
子
氏
の
御
高
配

を
頂
い
て
調
査
は
順
調
に
進
み
、
成
果

は
「
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵
絵
巻
絵
本
解
題
目
録

稿
」
「
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ィ
所
蔵
絵
巻
絵
本
図
版
集
」

（
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
「
調

査
研
究
報
告
」
喝
・
略
号
、
一
九
九
四
・

一
九
九
五
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

本
書
「
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
」

は
、
右
の
書
誌
的
情
報
を
活
用
し
つ
つ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
側
の
御
希
望
を
尊
重
し
、

美
術
的
観
点
を
重
視
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
初
夏
、
美

－2－
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術
・
歴
史
の
研
究
者
の
方
々
に
も
参
加

頂
い
て
「
絵
本
の
会
」
が
発
足
し
、
毎
月
、

或
い
は
隔
月
で
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。

一
方
、
し
ば
し
ば
解
題
目
録
の
編
集

方
針
等
も
話
し
合
わ
れ
、
編
集
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
潮
田
氏
の

後
任
と
し
て
ク
レ
ア
・
ポ
ラ
ー
ド
氏
が

際灘 就
任
さ
れ
、
変
わ
ら
ぬ
御
高
配
を
賜
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
変
有
難
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
質
壁
共
に
高
く
、

さ
ら
に
内
外
の
研
究
者
の
方
々
に
御
協

力
を
お
願
い
し
、
御
快
諾
頂
い
た
。
二

○
○
一
年
二
月
末
に
は
最
終
確
認
の
調

一

I

蕊ジ
函1

蜜 壷3-,

1．､,“
§‐
,－，＊廿

懸ぐ．!"‘－－好、

函

図録篇カラー口絵より『東叡麓八景』

査
を
実
施
、
多
く
の
館
員
の
方
々
が
快

く
対
応
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
折
、
先

述
の
購
入
記
録
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か

の
記
事
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
。
例
え

ば
、
鉱
山
王
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ

ー
卿
が
「
佐
渡
金
山
絵
巻
』
な
ど
六
点

の
鉱
山
・
貨
幣
鋳
造
資
料
を
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
加
え
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い

が
、
こ
れ
ら
は
卿
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生

き
た
鉱
物
学
者
、
所
謂
明
治
の
お
雇
い

外
国
人
ミ
ニ
匿
日
曾
乏
重
量
博
士
の
旧

蔵
書
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
著
名
な
デ
ィ
ー

ラ
ー
を
通
じ
て
卿
が
脳
入
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
今
も
そ
の
書
騨
は
健
在
と
い

う
（
『
調
査
研
究
報
告
』
記
号
、
二
○

○
一
年
）
。
ま
た
、
絵
巻
に
書
き
入
れ

ら
れ
た
鉛
筆
書
の
英
文
が
卿
の
筆
跡
か

ど
う
か
な
ど
、
我
々
で
は
判
断
不
可
能

な
難
問
も
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
の
学
芸
員

の
先
生
方
が
解
決
し
て
下
さ
っ
た
。

二
○
○
一
年
十
二
月
、
図
録
篇
の
写

真
搬
影
の
た
め
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
を
再
訪
、

卿
の
聯
入
記
録
の
多
く
を
一
見
さ
せ
て

頂
い
た
。
や
や
色
拠
せ
た
都
ホ
テ
ル
の

メ
モ
用
紙
の
走
り
書
き
か
ら
は
、
善
本

を
職
入
し
得
た
卿
の
歓
喜
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
あ
る
（
本
書
「
写
本
絵

巻
・
絵
本
総
説
」
に
図
版
を
掲
載
）
・

蒐
書
に
助
力
し
た
人
々
と
交
わ
し
た
膨

大
な
書
簡
に
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成

一

に
一
切
の
妥
協
を
許
さ
な
か
っ
た
卿
の

気
迫
が
感
じ
ら
れ
た
（
本
書
「
版
本
総

説
」
に
一
九
五
六
年
一
月
十
九
日
付
ジ

ャ
ッ
ク
・
ヒ
リ
ア
ー
宛
チ
ェ
ス
タ
ー
・

ビ
ー
テ
ィ
ー
卿
書
簡
を
掲
載
）
。

こ
う
し
て
今
に
伝
え
ら
れ
る
海
彼
の

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
「
文

化
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
活
用
の
道

筋
を
付
け
る
こ
と
」
、
そ
れ
こ
そ
が
「
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
生
命
を
吹
き
込
む
こ

と
」
で
あ
る
と
の
志
を
持
ち
、
本
書
の

編
集
作
業
は
進
め
ら
れ
た
（
編
集
後
記
）
。

二
○
○
二
年
三
月
、
計
五
十
六
名
の

執
筆
者
に
よ
る
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー

テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解

題
目
録
』
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
た
。
長
き

に
亘
り
、
御
協
力
賜
っ
た
執
筆
者
の

方
々
、
ポ
ラ
ー
ド
氏
、
潮
田
氏
、
マ
イ

ヶ
ル
・
ラ
イ
ァ
ン
館
長
に
、
改
め
て
深

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

（
Ａ
４
版
全
二
冊
函
入
上
装
解

題
篇
四
○
三
頁
図
録
筋
三
二
一
頁

カ
ラ
ー
口
絵
十
六
頁
。
編
集
委
員
浅

野
秀
剛
小
峯
和
明
黒
田
日
出
男

中
野
真
麻
理
落
合
博
志
榊
原
悟

鈴
木
淳
徳
田
和
夫
。
編
集
協
力
者

ク
レ
ァ
・
ポ
ラ
ー
ド
潮
田
淑
子
（
以

上
、
敬
称
略
）
。
二
○
○
二
年
三
月

勉
誠
出
版
）

（
文
献
資
料
部
助
手
）

－3－



平成14年9月国文学研究資料館報第59号

イ
タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
サ
レ
ジ

オ
大
学
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
文
庫
に
蔵
さ

れ
る
日
本
古
典
籍
の
調
査
と
整
理
が
完

了
し
た
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
、

国
文
学
研
究
資
料
館
の
調
査
員
達
に
対

し
、
サ
レ
ジ
オ
大
学
よ
り
感
謝
の
メ
ダ

ル
（
写
真
①
）
が
贈
呈
さ
れ
た
。
贈
呈

式
は
学
長
・
副
学
長
・
図
番
館
長
の
ピ

カ
神
父
同
席
で
行
わ
れ
、
皆
で
シ
ャ
ン

ペ
ン
を
飲
む
と
い
う
和
や
か
な
も
の
で

あ
っ
た
。

マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
文
庫
の
内
容
と
マ

レ
ガ
神
父
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
文
庫

の
ド
ラ
マ
を
よ
む
」
（
「
文
学
」
二
○
○

一
年
五
，
六
月
号
・
岩
波
書
店
）
で
、

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が
委
曲
を

つ
く
し
て
述
べ
ら
れ
た
。
要
は
、
伊
訳

「
古
事
記
」
等
の
著
者
で
あ
り
、
昭
和

四
～
四
十
九
年
に
在
日
し
た
マ
レ
ガ
神

父
が
、
ご
自
身
の
日
本
学
研
究
の
た
め

に
蒐
集
し
た
書
籍
の
文
庫
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
普
段
陽
の
目
を
見
る
こ
と
の
少

な
い
、
調
査
の
実
態
の
報
告
を
行
い
た

マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
文
庫
所
蔵
日
本

古
典
籍
の
調
査
ど
整
理
↓

い
◎

そ
も
そ
も
私
が
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
文

庫
に
出
会
っ
た
の
は
、
平
成
十
年
度
の
、

サ
レ
ジ
オ
大
学
三
回
目
の
来
訪
の
時
で

あ
っ
た
。
こ
の
文
庫
の
所
在
を
国
文
学

研
究
資
料
館
が
知
っ
た
の
は
、
前
文
献

資
料
部
第
四
室
助
教
授
ロ
バ
ー
ト
・
キ

ャ
ン
ベ
ル
氏
が
、
平
成
八
年
度
（
平
成

九
年
二
月
）
の
調
査
旅
行
の
折
、
ヴ
ァ

チ
カ
ン
図
書
館
調
査
中
に
、
当
時
サ
レ

ジ
ォ
大
学
図
瞥
館
長
だ
っ
た
オ
リ
ヴ
ァ

ー
レ
ス
神
父
か
ら
話
を
伺
い
、
予
備
調

査
に
出
か
け
た
と
い
う
経
緯
で
あ
っ
た

と
聞
く
。
そ
の
時
に
は
、
マ
レ
ガ
神
父

亡
き
後
放
置
さ
れ
て
い
た
書
籍
が
、
活

字
本
も
和
本
も
混
在
し
て
い
る
と
い
っ

た
、
全
く
の
未
整
理
状
態
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
そ
れ
を
二
回
目
来
訪
の
平
成
九

年
度
調
査
で
、
書
型
ご
と
に
山
を
作
り
、

同
種
類
の
端
本
を
系
統
だ
て
た
り
、
泣

き
別
れ
状
態
で
あ
っ
た
作
品
を
統
合
し

た
り
し
て
、
一
作
品
ず
つ
に
通
し
番
号

の
短
冊
を
挟
み
、
書
庫
に
戻
し
た
、
と

（
〆

山
下
則
子

｜

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
回
目
の
平
成
十
年
度
調
査
は
、
中

央
大
学
鈴
木
俊
幸
教
授
の
ご
協
力
を
得

て
、
草
双
紙
が
多
い
マ
レ
ガ
文
庫
の
書

誌
調
査
を
ぐ
文
字
通
り
朝
か
ら
晩
ま
で

行
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
英
語
が
通
じ
る

の
は
、
ご
く
一
部
で
あ
る
。
我
々
は
ロ

ー
マ
郊
外
の
サ
レ
ジ
オ
大
学
に
通
う
た

め
の
タ
ク
シ
ー
手
配
か
ら
苦
労
し
た
。

ロ
ー
マ
は
東
京
よ
り
も
暖
か
い
は
ず
で

あ
る
が
、
こ
の
時
は
イ
タ
リ
ア
に
寒
波

が
居
座
り
へ
寒
さ
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

暖
房
設
備
も
な
く
、
時
々
は
扉
が
開
け

放
し
に
な
る
図
書
館
廊
下
に
机
を
並
べ
、

震
え
な
が
ら
の
書
誌
取
り
で
あ
っ
た
。

貴
重
な
ホ
カ
ロ
ン
を
分
け
合
っ
て
寒
さ

を
し
の
い
だ
。
限
ら
れ
た
日
数
で
終
え

よ
う
と
ぶ
連
日
六
時
過
ぎ
ま
で
図
書
館

内
に
詰
め
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
調
査
は

ほ
ぼ
終
了
し
た
（
写
真
②
）
・
あ
と
は
峡

に
入
っ
た
書
籍
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
だ
け

だ
と
、
軽
く
考
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

四
回
目
の
来
訪
は
平
成
十
二
年
度
に

な
っ
た
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
助
教
授
の
転
出

に
伴
い
、
こ
の
時
か
ら
責
任
担
当
は
山

下
へ
と
移
っ
た
。
ピ
カ
先
生
が
文
庫
の

半
分
の
瞥
籍
の
峡
が
出
来
た
こ
と
、
大

学
広
報
誌
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
調

査
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
た
ら
、
他
か

ら
も
マ
レ
ガ
神
父
の
資
料
を
寄
贈
さ
れ

~

た
こ
と
な
ど
を
、
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
。

二
年
ぶ
り
の
来
訪
で
、
書
庫
の
状
況
が

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
事
前
協
議

の
す
え
、
何
種
類
か
の
短
冊
の
束
、
請

求
番
号
ラ
ベ
ル
等
を
用
意
し
た
。
出
発

前
日
に
な
り
、
不
測
の
事
態
の
た
め
キ

ャ
ン
ベ
ル
氏
は
不
参
加
と
な
っ
た
。
日

本
語
が
全
く
通
じ
な
い
調
査
先
に
不
安

を
覚
え
た
我
々
は
、
急
違
ナ
ポ
リ
大
学

の
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
ヴ
ィ
ー
タ
教
授
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
同
大
学
の
ロ
ベ
ル

タ
・
ス
ト
リ
ッ
ポ
リ
助
教
授
に
通
訳
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
ピ
カ
神
父

は
玄
関
で
待
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
。
ロ

ベ
ル
タ
氏
の
お
陰
で
、
寡
黙
か
と
思
わ

れ
て
い
た
ピ
カ
神
父
が
、
実
は
非
常
に

気
さ
く
な
方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
文
具
職
人
が
作
っ
た
峡
は
、

日
本
風
に
紺
色
無
地
布
張
り
で
、
大
変

立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
請
求
番
号
等
の
判
別
の
た
め
の

記
号
が
な
か
っ
た
。
と
な
る
と
、
峡
に

書
籍
を
装
填
す
る
に
は
、
全
て
の
書
籍

を
全
て
の
峡
に
合
わ
せ
て
適
す
る
も
の

を
捜
す
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る
作
業

を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
過

酷
な
労
働
を
、
谷
川
恵
一
教
授
・
和
田

恭
幸
助
手
と
共
に
行
い
、
出
来
上
が
っ

た
も
の
に
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
た
。
黙
々

と
適
す
る
峡
を
捜
す
我
々
を
ご
覧
に
な
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っ
て
、
ピ
カ
神
父
は
今
ま
で
に
も
増
し

て
、
温
か
い
視
線
を
向
け
て
下
さ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
、
あ
く
ま
で
も
マ

レ
ガ
文
庫
利
用
者
の
た
め
に
行
っ
て
い

る
基
本
的
労
働
に
よ
っ
て
、
我
々
は
現

地
の
方
々
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ピ
カ
神
父
は
、
来
年
ま
で
に
は
残

り
の
書
籍
の
峡
を
作
っ
て
お
く
の
で
、

是
非
来
年
も
資
料
整
理
を
続
行
し
て
ほ

し
い
、
と
強
く
希
望
さ
れ
た
。
瞥
誌
的

事
項
や
請
求
番
号
が
記
載
さ
れ
る
目
録

と
の
照
合
が
含
ま
れ
る
こ
の
作
業
は
、

や
は
り
我
々
が
や
る
し
か
な
い
、
と
改

め
て
実
感
し
た
。

五
回
目
の
来
訪
は
、
平
成
十
三
年
十

月
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
か
ら
科
学
研
究

賀
は
不
採
択
で
あ
り
、
費
用
の
捻
出
に

館
長
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
苦

心
し
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
十
四
年
春

に
は
、
新
図
書
館
へ
マ
レ
ガ
文
庫
を
移

す
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
前
に
整

理
し
終
え
た
か
っ
た
。
今
回
は
ヴ
ェ
ネ

ッ
ィ
ア
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
ラ

ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
氏
と
、
ロ
ー
マ
日

本
文
化
研
究
所
の
学
芸
員
セ
ル
ジ
オ
・

レ
ヴ
ィ
氏
が
協
力
し
て
下
さ
っ
た
。
ロ

ー
マ
に
夜
着
き
、
翌
日
の
朝
早
く
か
ら
、

帰
国
の
飛
行
機
が
出
る
三
時
間
前
ま
で
、

峡
へ
の
装
填
と
目
録
の
確
認
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
事
前
に
四
回
連
絡
を
取
っ
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
も
小
さ
い
中

本
型
即
ち
草
双
紙
類
の
峡
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
在
住

の
ロ
ベ
ル
タ
氏
達
に
残
り
の
整
理
を
お

願
い
し
よ
う
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

私
が
私
徴
で
来
る
し
か
な
い
と
覚
悟
し

た
。
幸
い
再
び
館
長
に
取
り
は
か
ら
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
四

年
二
月
、
山
下
単
独
で
の
六
回
目
の
来

訪
と
な
っ
た
。
こ
の
時
も
ラ
ウ
ラ
氏
・

ロ
ベ
ル
タ
氏
の
協
力
を
仰
い
だ
。
文
庫

の
中
で
草
双
紙
は
最
も
多
く
か
な
り
不

安
を
覚
え
た
が
、
こ
の
時
は
ご
多
忙
な

ピ
ヵ
神
父
ご
自
身
が
徹
夜
し
て
、
峡
を

請
求
番
号
順
に
並
べ
て
お
い
て
下
さ
っ

た
。
ラ
ウ
ラ
氏
達
の
奮
迅
の
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
、
全
て
の
峡
装
填
と
、
洋
装

本
を
含
む
近
代
の
本
や
浮
世
絵
の
盤
理

も
完
了
し
た
（
写
真
③
）
。
そ
の
翌
日
、

ピ
カ
神
父
が
お
礼
に
と
連
れ
て
行
っ
て

下
さ
っ
た
の
は
、
マ
レ
ガ
文
庫
と
の
縁

を
取
り
持
っ
た
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
マ
レ
ガ
文
庫
の
調
査
と
整

理
は
、
多
く
の
方
々
の
厚
意
と
奉
仕
に

支
え
ら
れ
て
完
了
し
た
。
こ
の
約
八
○

○
点
の
日
本
古
典
籍
の
目
録
は
、
近
く

「
調
査
研
究
報
告
』
に
英
訳
付
き
で
発

表
の
予
定
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

＝
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本
資
料
群
は
、
幕
末
期
の
儒
者
渡
辺

魯
輔
家
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
そ
の
四
代

後
の
孫
に
あ
た
る
渡
辺
元
氏
（
川
崎
市

在
住
）
に
よ
っ
て
本
年
本
館
に
寄
贈
さ

れ
た
。
江
戸
詰
の
膳
所
藩
医
の
息
子
と

し
て
生
ま
れ
た
渡
辺
魯
輔
（
名
魯
、
字

魯
輔
、
称
魯
助
、
号
樵
山
。
明
治
六
年

没
五
十
三
歳
）
は
、
幼
年
に
父
を
失
っ

て
か
ら
弟
の
瑛
輔
と
と
も
に
、
松
崎
嫌

堂
の
羽
沢
山
荘
で
養
子
同
然
に
育
て
ら

れ
、
嫌
堂
没
後
も
三
年
喪
に
服
し
て
山

荘
を
守
っ
た
校
勘
学
者
で
あ
る
。
の
ち

紀
州
に
仕
え
参
政
に
ま
で
昇
格
し
た
が
、

終
生
経
書
研
究
と
作
詩
文
と
を
怠
ら
ず
、

珍
籍
の
校
訂
影
印
に
務
め
た
。
特
に
羽

沢
石
経
山
房
刻
影
宋
本
「
爾
雅
」
（
天

保
十
五
年
序
刊
）
の
校
訂
が
そ
の
代
表

的
な
業
と
し
て
知
ら
れ
る
。
因
み
に
一

歳
下
の
弟
瑛
輔
は
、
『
七
経
孟
子
考
文
」

の
著
者
山
井
鼎
の
出
た
山
井
家
に
入
籍
、

西
条
藩
儒
と
な
っ
て
、
こ
れ
も
校
勘
学

者
と
し
て
兄
と
と
も
に
業
績
を
あ
げ
た
。

資
料
総
数
お
よ
そ
三
百
余
点
は
、
概

ね
魯
輔
と
そ
の
家
族
の
稿
本
、
書
翰
、

文
書
、
書
画
軸
と
い
っ
た
机
辺
に
蔵
さ

れ
て
き
た
も
の
で
占
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ

渡
辺
家
資
料
に
つ
い
て宮

る
旧
蔵
典
籍
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
全
体

の
内
訳
を
概
数
で
示
せ
ば
、
書
冊
体
の

稿
本
雑
纂
が
四
十
余
点
、
バ
ラ
の
詩
稿

歌
稿
類
が
七
十
点
、
書
翰
が
五
十
余
点
、

文
書
が
百
十
余
点
、
書
画
軸
物
が
二
十

余
点
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
書
翰
五
十
余
点
に
は
、
家
蔵

の
も
の
を
巻
子
に
仕
立
て
た
一
点
（
十

一
巻
百
五
通
）
を
含
む
の
で
、
総
数
に

す
れ
ば
百
六
十
通
を
越
え
る
。
魯
輔
宛

と
父
の
奎
輔
宛
が
最
も
多
い
が
、
師
僚

堂
や
そ
の
周
辺
に
あ
て
た
名
家
書
翰
も

か
な
り
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
晩
年
の

松
崎
徽
堂
門
に
お
け
る
秘
書
の
ご
と
き

魯
輔
の
位
置
を
示
す
と
と
も
に
、
「
僚

堂
日
暦
』
と
は
別
の
角
度
か
ら
羽
沢
山

荘
の
動
静
を
物
語
る
資
料
と
も
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
惜
し
む
ら
く
は
、
家
蔵
書

翰
巻
は
も
と
十
二
巻
で
、
そ
の
第
一
巻

を
欠
い
て
お
り
、
そ
れ
は
戦
前
も
か
な

り
前
か
ら
の
欠
落
で
あ
っ
た
由
、
ご
当

主
の
談
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

れ
ら
は
本
資
料
中
の
白
眉
と
い
っ
て
よ

い
。
池
田
冠
山
、
鳥
居
縮
蔵
、
林
述
斎

ら
大
名
高
官
を
は
じ
め
と
し
て
、
珍
し

い
と
こ
ろ
で
は
小
島
宝
素
、
倉
成
龍
渚

へ

’

崎

修
多

ら
の
数
通
も
目
に
つ
い
た
。
ま
た
僚
堂

の
渡
辺
家
へ
の
書
信
も
散
見
す
る
。

稿
本
類
は
、
魯
輔
の
も
の
の
外
で
は
、

父
渡
辺
奎
輔
《
名
昶
、
字
奎
輔
、
号
薪

園
、
初
号
忠
軒
・
旭
山
。
天
保
三
年
没

五
十
二
歳
）
の
雑
著
が
珍
と
す
べ
き
も

の
と
思
わ
れ
る
。
墓
表
文
（
魯
輔
撰
文
）

に
あ
が
る
奎
輔
の
著
作
「
日
本
医
史
」

「
医
具
小
志
」
「
淡
海
先
賢
伝
』
な
ど
に

あ
た
る
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

利
根
川
遊
記
と
詩
を
ま
と
め
た
『
刀
禰

瀞
草
』
一
冊
、
詩
文
雑
綴
は
『
忠
軒
記

聞
」
一
冊
ほ
か
数
冊
、
奎
輔
の
随
筆
雑

著
も
混
じ
る
「
忠
軒
君
雑
瞥
』
一
冊
、

祖
先
に
あ
た
る
江
戸
初
期
の
儒
医
渡
辺

推
庵
の
言
行
録
「
推
巷
逸
事
」
一
冊
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
詩
文
稿
は
残
存
の

雑
然
た
る
稿
本
を
魯
輔
あ
た
り
が
適
当

に
合
綴
し
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
が
、
中

に
「
墨
魚
楼
詩
話
」
「
己
任
賛
筆
」
な

ど
と
題
さ
れ
た
漢
字
片
仮
名
混
り
文
の

考
証
随
筆
が
各
所
に
綴
じ
込
ま
れ
て
お

り
、
奎
輔
の
博
物
学
・
医
学
と
詩
学
へ

の
傾
倒
を
示
し
て
い
て
面
白
い
。
魯
輔

に
み
る
綴
密
な
考
証
と
文
事
の
工
夫
と

を
両
立
さ
せ
た
学
風
は
、
懐
堂
の
薫
陶

を
ま
た
ず
既
に
し
て
父
親
に
そ
の
淵
源

が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
奎
輔
二
十
三
歳
の
享
和
三
年
に
近

江
か
ら
山
陽
道
を
伝
わ
っ
て
九
州
に
遊

へ

学
し
た
際
の
日
記
『
留
肥
日
札
」
一
冊

（
享
和
三
年
四
月
一
日
～
九
月
十
三
日
）

と
『
西
漠
日
札
」
一
冊
（
同
年
八
月
一

日
～
十
二
月
十
九
日
）
も
見
る
べ
き
資

料
で
あ
る
。
『
留
肥
日
札
」
は
熊
本
滞

在
日
記
で
、
主
に
斎
藤
芝
山
の
周
旋
に

よ
っ
て
当
地
の
儒
者
た
ち
と
交
流
す
る

さ
ま
が
見
え
る
。
『
西
涙
日
札
」
は
熊

本
か
ら
日
向
、
豊
後
、
豊
前
と
巡
っ
た

際
の
日
記
で
、
各
地
の
冊
者
、
藩
校
を

訪
ね
歩
く
間
に
、
各
地
の
産
物
、
地
勢

な
ど
も
書
き
留
め
る
こ
と
も
忘
れ
ず
、

各
条
は
短
い
な
が
ら
も
生
彩
に
富
ん
だ

記
述
が
楽
し
め
る
。
な
お
九
州
関
係
で

は
他
に
、
奎
輔
の
亀
井
南
冥
や
曇
栄
ら

博
多
文
人
と
の
唱
和
も
残
る
。

そ
の
ほ
か
、
渡
辺
家
の
女
性
た
ち
に

よ
る
多
く
の
歌
稿
や
歌
書
抜
番
、
懐
堂

葬
儀
費
用
の
目
録
、
魯
輔
死
後
の
建
碑

を
め
ぐ
っ
て
石
工
広
群
鶴
と
交
わ
し
た

文
番
、
明
治
九
年
の
活
版
入
費
文
書

等
々
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で
、
儒
家
の

静
か
な
日
常
に
起
こ
る
人
々
の
さ
ざ
め

き
が
垣
根
越
し
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
資
料
群
で
あ
る
。
今
井
源
衛
先
生
の

ご
懲
憩
を
う
け
、
数
年
前
本
資
料
が
ま

だ
渡
辺
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
き
に
調

査
し
た
縁
に
よ
っ
て
、
館
外
者
な
が
ら

筆
を
執
っ
た
。

（
成
城
大
学
助
教
授
）
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国
文
学
研
究
資
料
館
の
開
館
は
昭
和

四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
五
月
。
そ
れ

か
ら
三
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
こ
の

間
の
社
会
の
変
動
は
大
き
く
、
日
本
文

学
研
究
の
枠
組
み
も
ま
た
、
多
く
の
分

野
で
変
化
を
見
た
。

当
館
は
、
研
究
情
報
の
収
集
・
発
信

に
関
し
て
は
、
人
文
・
社
会
系
の
諸
分

野
を
通
じ
て
、
最
も
詳
細
・
綴
密
な
仕

事
を
し
．
て
き
た
自
負
が
あ
り
、
・
当
然
、

研
究
の
動
向
に
も
敏
感
に
対
応
し
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
一
方
、
基
本
事

業
で
あ
る
文
献
資
料
の
調
査
・
収
集
で

は
、
一
貫
し
て
地
道
な
方
法
で
集
積
・

整
理
を
し
、
公
開
閲
覧
を
続
け
て
き
た
。

‐
一
年
に
一
万
点
、
三
十
年
で
三
十
万

点
の
日
本
古
書
籍
の
書
誌
カ
ー
ド
を
集

積
し
得
た
の
は
、
九
千
人
に
上
る
日
本

文
学
研
究
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
全
面

的
で
持
続
的
な
協
力
に
よ
る
成
果
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
九
千
人
と
い
う
数

字
は
、
平
成
十
二
年
度
の
『
国
文
学
年

鑑
」
の
論
文
執
筆
者
索
引
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
館
は
大
学
共
同
利
用
機

三
十
年
と
い
う
時
間関

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
共
同
利
用
す
る

資
料
の
大
半
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
身

で
共
同
調
査
・
製
作
し
て
集
積
し
た
と

い
う
点
に
特
色
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

調
査
員
制
度
に
よ
っ
て
、
全
国
の
大

学
の
、
日
本
文
学
担
当
の
現
役
教
員
に

調
査
員
を
委
嘱
し
、
各
地
の
所
蔵
者
の

下
に
赴
い
て
、
原
本
一
点
一
点
の
番
誌

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
、
そ
の
今
年
ま
で

の
持
続
の
結
果
が
、
前
記
三
十
万
点
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
十

七
万
点
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
紙
焼

写
真
と
し
て
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
利
用
は
無
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

広
く
外
国
を
含
ん
だ
諸
分
野
の
研
究
者
、

一
般
市
民
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
意

志
の
持
続
は
今
後
も
力
強
く
保
持
さ
れ
、

源
氏
物
語
の
よ
う
な
著
名
な
古
典
作
品

ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
の
表
現
意
志

の
刻
み
こ
ま
れ
た
片
々
た
る
資
料
に
至

る
総
体
が
、
人
類
全
体
の
文
化
資
源
と

し
て
利
用
に
供
さ
れ
る
た
め
の
努
力
が

続
け
ら
れ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

/一、

松
野
陽
一

こ
の
七
月
末
、
古
典
文
庫
の
配
本
が

あ
っ
た
際
、
そ
の
連
絡
報
に
、
次
回
九

月
が
最
終
刊
行
に
な
る
由
が
記
さ
れ
て

い
た
。
吉
田
幸
一
氏
は
、
戦
後
、
未
刊

行
の
国
文
学
資
料
の
学
術
的
に
確
実
な

本
文
を
、
廉
価
に
学
界
に
提
供
す
る
こ

と
を
志
さ
れ
、
六
十
年
間
に
わ
た
っ
て

六
七
○
冊
を
単
独
で
刊
行
し
続
け
ら
れ

た
。
最
終
巻
で
十
返
舎
一
九
集
を
担
当

さ
れ
る
中
山
右
尚
氏
の
如
き
老
練
な
研

究
者
か
ら
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
台
に
立
っ

た
ば
か
り
の
大
学
院
生
ま
で
、
内
容
が

確
か
で
、
紹
介
の
価
値
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
果
敢
に
幅
広
く
採
り
入
れ

ら
れ
た
。
商
業
出
版
社
で
は
と
て
も
扱

っ
て
貰
え
ぬ
よ
う
な
資
料
翻
刻
に
「
場
」

を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
、
ど
れ
程

研
究
者
が
鼓
舞
さ
れ
た
こ
と
か
。
Ｊ
・

ピ
ジ
ョ
ー
、
小
杉
恵
子
氏
の
パ
リ
図
書

館
本
の
紹
介
な
ど
も
古
典
文
庫
に
し
て

初
め
て
為
し
得
た
快
挙
と
い
え
よ
う
。

吉
田
氏
の
高
い
見
識
と
企
画
力
、
優
れ

た
運
営
能
力
に
よ
っ
て
学
界
に
提
供
さ

れ
た
こ
の
大
宝
典
の
活
用
は
後
進
の
研

究
者
の
肩
に
掛
か
っ
て
い
る
が
、
今
は

終
刊
に
際
し
吉
田
氏
へ
の
感
謝
の
念
を

記
し
て
お
き
た
い
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
学
ぶ
べ
き
は
、

良
質
の
研
究
情
報
・
資
料
を
提
供
し
続

け
る
意
志
の
持
続
で
あ
る
と
思
う
。
三

へ

十
年
は
ま
だ
、
入
口
に
立
っ
た
時
間
だ

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

折
し
も
、
内
外
共
に
変
化
の
徴
が
見

え
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
館
内
の
技

術
面
で
は
、
三
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
近
代
資
料
の
鯛
査
・
収
集
が
、
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
を
導
入
し

た
の
を
承
け
て
、
前
近
代
資
料
も
全
て

同
一
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
に
踏
み
切

っ
た
点
、
無
論
こ
れ
は
、
他
の
事
業
全

て
の
電
子
情
報
化
へ
の
移
行
と
軌
を
一

に
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
大
学
・
大
学
共
同
利
用

機
関
の
行
革
、
法
人
化
へ
の
組
織
変
革

で
、
民
博
、
歴
博
、
日
文
研
、
地
球
環

境
研
と
「
研
究
機
構
」
と
し
て
一
体
化

す
る
方
向
で
検
討
が
進
み
、
そ
れ
に
対

応
し
て
、
館
内
組
織
の
再
編
や
研
究
、

研
究
事
業
の
態
勢
の
見
直
し
に
も
取
り

組
み
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
立
川
移
転
、

総
研
大
加
入
（
博
士
課
程
設
置
）
も
目

前
に
迫
っ
て
、
全
体
が
大
き
く
変
動
す

る
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
否
応
な
し
の
変
化
の
時
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
文
学
を
書
籍
資
料
の
面
か

ら
考
え
て
行
く
姿
勢
の
原
点
は
、
見
据

え
て
お
き
た
い
と
強
く
覚
悟
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
館
長
）
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を迎えました。これを記念し､9月から12月に

部､詳細未定のものがあります｡決まり次第当
知らせします）

′特別展示「古典が手元にとどくまで－館蔵貴重書のかずかず一」

日時平成14年ll月11日（月）～28日（木)(土日祝も開催]9時30分～16時30分

場所､当館展示室及び1，2階ロビー

内容現代語訳されたり漫画になったり教科書に載ったりして、日ごろ何げなく目にしている、日本の古

典文学作品一。しかしそこに至るまでには、多くの人々の努力が長い年月にわたって重ねられています。

今年、創立30周年を迎える国文学研究資料館も、古典文学と現代社会の橋渡しのために、さまざまな役割

を果たして来ました。特別展示では､当館がこの10年間に収集した貴重書約70点を出品いたします。古典

籍の魅力に触れていただくとともに、当館の仕事の意義をご理解いただければ幸いです。I

へ

下

｜
’
｜

|I 公開講演会「詩歌の未来形一創作と研究一」

平成14年ll月16日（土)13時30分～16時30分

当館大会議室

田渕句美子（当館文献資料部教授）「古典和歌研究の一視点一貴人と「女房」－」

水原紫苑（歌人）「短歌創作における古典の活用」

ハルオ・シラネ(コロンビア大学教授）「トポスと時間意識一日本詩歌の宇宙」

日時

場所

講師

ーe●■■■■。●ー●｡ー■bー●｡ー●◆ー●◆ー凸ロー●■一◆p－4●ー◆､ー◆●ー｡◆ー●Cー●Cー｡eー■0－DC一■●－F｡－■■一◆■ーeo-■●一M■I■■■●ﾛ■■■■■口■■■■●●■■■■p●■■■■●■一●｡一■■一■■一■■一●■一■■一■■一■●一●■

古典連続講演会「百人一首一王朝和歌から中世和歌へ一」'

平成14年度の古典連続講演会のテーマは「百人一首」です｡百首の歌の解析､撰歌･成立の問題､以後の

受容の様相等々、5回にわたり、幅広く奥深い内容をお届けする予定です。ー､

講師井上宗雄立教大学名誉教授

日時・題目9月26日（木）百人一首の解釈について－一筋縄では行かぬ作品群－

lO月lO日（木）歌人群像一和歌と歌人とどちらを優先したか－

10月24日（木）和歌史の流れとともに－その多様な詠みぶり一

11月7日（木）百人一首の成立一撰者藤原定家をめぐって一

ll月21日（木）百人一首以後一百人一首はどのように受けとめられたか－

※各回､14時~15時30分(90分間):
会場当館大会議室

定員120名（応募者多数の場合は抽選）聴講無料

※往復ハガキに氏名・住所・所属を御記入のうえ、「百人一首」連続講演係まで。0
1
0

一今－，－ 号 一 ・ 一 舎 一 ･ 一 等 一 ｡ － ◆一心一心一心－Q一口一・一｡－.…･･－.一・一・一・一・一・一・一・一・一◆一・一・一p一・一◆一・一ローロー申一・－．－全一●一・一.一｡●
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国 文学研 究資料館創I
i

当館は昭和47年の開館以来、今年で創立30周年

かけて、次のような行事を開催いたします。（－

1館ホームページ(http://www.nijl・ac・jp/)にてお

第26回国際日本文学研究集会

テーマ「文化のなかの文学、文学のなかの文化一文学研究の可能性一」

I日時平成14年ll月14日（木)15日（金）

|場所当館大会議室
I内容
lll月14日（木）

I[研究発表Ⅱ3:10~17:10)
0 座長神野藤昭夫、木越治、ロバート・キャンベル、坪井秀人

'二か国語併用と国風文化の創造の間題KrzysztofOLSZEWSKI
i一「土佐日記」に於ける唐風文化との対話の視点から－

1「宮錦抱」をまとった李白と「恩賜の御衣」をしのぶ菅原道真黄幼欣

;日韓滑稽文学における対比研究試論康志賢
一「東海道中膝栗毛jと「興甫伝（フンボチョン)」を中心に－

I「不如帰」の「翻訳｣－『小説不如帰」から『家庭新詩不如帰の歌』へ－ 権丁煕

I雑 誌 『 女 人 芸 術」の座談会におけるく新しい女〉の考察SreedeviREDDY

I-多方面恋愛座談会と異説恋愛座談会を中心に－
1「気候と信仰と持病」からみるく皇民文学者〉周金波研究の可能性唐瓊礁
1拡散するく身勢打鈴>一季恢成｢砧をうつ女｣にみる朝鮮文化の受容一金貞愛
I(レセプション17:30~19:00]

11月15日（金）

I〔研究発表10:30~12:15〕
座長小峯和明

;謡曲｢飛鳥川｣の作品研究SaowalakSURIYAWONGPAISAL
I住吉明神と白 楽 天 一 中 世 に お ける翁の形象化をめぐって－金賢旭

I祭礼行列における童子の職掌一中世前期を中心として－小山聡子
；〔公開講演13:30~16:00)
I 旅の文化･旅の文学今関敏子
i和歌に依る法華経の解釈一慈円．尊円を中心に一Jean=NoelROBERT

I参加方法：氏名．住所．現職．研究分野．レセプション参加希望の有無をお書きの上、郵便またはFAXでお

!送り下譽い｡申込番の形式は自由ですが､当館ﾎーﾑべープ(http://www.nijl.ac.jp/)掲澱のものをお使い
Iになると便利です。参加費は無料です。
Iレセプション参加饗:1,000円程度（当日お支払い下さい）

I申込･間合先:142-8585品川区豊町1-16-10国文学研究資料館研究情報部情報資料室内
国際日本文学研究集会事務局03-3785-7131内403,408faxO3.3785.4455

第8回シンポジウムコンピュータ国文学
I日時平成14年12月6日（金）予定

；場所当館大会議室内容は未定です。

し..‘..､一一・一.、っ一・.←､－－．...､一一.一・一一・."一一.....一一､心..一一・一.一.･一・.÷･･‘0，．一一･･参･･,0,,、．一・.一･･.・・っ一･･.･･っ÷･－.一･････一今．｡..．.一･･一･一･･参･.一・一・、－，．一・‘0，，
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ｌ
新
収
資
料
紹
介
⑲
Ｉ

源
氏
物
語
江
戸
初
期
写
五
十
四
帖

本
書
は
、
全
帖
一
筆
の
五
十
四
冊
揃
い

本
で
あ
り
、
「
正
徹
本
」
と
称
す
べ
き
写

本
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
」
の
写
本
全
五

十
四
巻
一
揃
い
の
分
趾
は
、
字
数
に
し
て

約
百
万
字
、
約
二
十
二
万
文
節
で
あ
る

（
陽
明
文
庫
本
に
よ
る
換
算
）
。
本
書
の
番

写
時
期
は
近
世
初
期
と
思
わ
れ
る
。
本
の

大
き
さ
は
、
縦
二
十
三
・
三
糎
、
横
十

七
・
二
糎
。
用
紙
は
鳥
の
子
で
列
帖
装
。

綴
子
表
紙
で
、
保
存
状
態
は
よ
い
。
小
虫

に
よ
る
損
傷
が
散
見
す
る
が
、
被
害
は
少

な
い
。
全
冊
に
、
い
く
つ
か
の
朱
点
と
異

本
注
記
が
少
々
あ
る
。
文
字
の
修
訂
の
跡

は
見
あ
た
ら
ず
、
下
敷
き
を
用
い
た
丁
寧

な
普
写
態
度
が
見
て
取
れ
る
。
一
面
十
行
、

一
行
十
六
字
前
後
、
和
歌
は
二
字
下
げ
、

読
み
や
す
い
字
体
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

本
瞥
を
実
見
し
て
、
ま
ず
阿
里
莫
本
（
天

理
図
密
館
蔵
）
を
想
起
し
た
。
阿
里
莫
本

は
近
世
中
期
、
高
坂
松
陰
の
手
に
な
る
一

筆
本
で
あ
り
、
雲
隠
六
帖
を
付
し
た
全
六

十
巻
本
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
正
徹
本
は

こ
れ
と
は
字
体
を
異
に
す
る
が
、
本
の
大

き
さ
、
装
訂
様
式
、
紙
質
、
各
丁
書
写
文

字
の
分
獄
な
ど
か
ら
、
写
本
と
し
て
非
常

に
類
似
性
の
高
い
印
象
を
受
け
た
。

本
書
に
は
奥
瞥
が
存
し
、
第
一
巻
「
桐

壷
」
か
ら
第
七
巻
「
紅
葉
賀
」
の
各
巻
末

に
番
写
さ
れ
て
い
る
。
嘉
吉
年
間
の
正
徹

の
奥
瞥
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
冷
泉

為
相
か
ら
正
徹
へ
と
い
う
、
室
町
時
代
に

お
け
る
「
源
氏
物
語
』
の
伝
来
が
読
み
と

れ
る
。
正
徹
本
か
ら
見
た
「
源
氏
物
語
」

の
受
容
史
が
伺
え
る
奥
番
を
有
す
る
写
本

で
あ
る
点
か
ら
も
、
本
沓
は
貴
重
な
資
料

だ
と
い
え
よ
う
。
「
源
氏
物
語
大
成
研

究
資
料
篇
」
（
中
央
公
論
社
）
お
よ
び

『
源
氏
物
語
事
典
」
（
東
京
堂
）
の
解
説
に

あ
る
「
徳
本
氏
旧
蔵
源
氏
物
語
」
が
本
普

と
密
接
に
関
連
し
そ
う
だ
が
、
そ
の
番
承

関
係
は
弱
そ
う
で
あ
る
。
徳
本
本
の
奥
書

は
、
「
須
磨
」
「
夢
浮
橋
」
に
も
あ
る
由
だ

が
、
本
番
の
該
当
巻
に
は
な
い
。
現
在
、

徳
本
本
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
。
金
子

元
臣
蔵
正
徹
本
も
あ
っ
た
が
、
戦
火
で
焼

失
し
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
天
理
図
書

館
蔵
正
徹
本
と
と
も
に
本
書
は
貴
重
な
価

値
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

本
番
の
本
文
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は

未
確
認
で
あ
る
。
正
徹
の
本
文
は
、
い
わ

ゆ
る
青
表
紙
本
に
依
る
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
初
巻
・
「
桐
壷
」
を
一
見
す
る
だ

け
で
も
、
「
源
氏
物
語
大
成
」
で
別
本
と

す
る
写
本
に
見
ら
れ
る
語
句
が
誕
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
第
三
十
八
巻
「
鈴
虫
」
だ

け
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
私
の
興
味
か

ら
本
文
調
査
を
行
っ
た
。

正
撤
本
の
本
文
を
、
大
島
本
（
い
わ
ゆ

角

る
青
表
紙
本
と
さ
れ
て
き
た
、
近
年
の
流

布
本
の
底
本
）
と
尾
州
家
河
内
本
と
い
う

二
本
に
文
節
単
位
で
校
合
し
て
み
た
。
こ

れ
は
、
す
で
に
終
え
て
い
る
「
鈴
虫
」
三

十
一
種
類
の
写
本
の
本
文
異
同
と
照
合
す

る
た
め
で
あ
る
（
手
法
の
詳
細
は
、
拙
著

「
原
典
購
読
セ
ミ
ナ
ー
７
．
「
源
氏
物
語
」

の
異
本
を
読
む
ｌ
「
鈴
虫
」
の
場
合
ｌ
」

臨
川
書
店
、
平
成
十
三
年
七
月
、
を
参
照

願
い
た
い
）
。
そ
の
結
果
、
こ
の
正
徹
本

「
鈴
虫
」
は
、
『
首
瞥
源
氏
物
語
」
に
鰻
も

近
い
本
文
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
に
続
い
て
、
西
下
本
（
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
）
が
ほ
ぼ
同
じ
本
文
の
異
同
傾

向
を
見
せ
て
い
る
。
正
徹
本
「
鈴
虫
」
と

近
似
す
る
本
文
を
伝
え
る
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
、
御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
）
、
高

松
宮
家
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
、

湖
月
抄
、
絵
入
源
氏
が
確
認
で
き
た
。
た

だ
し
、
こ
の
結
果
は
本
文
異
同
を
数
値
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
り
、

異
同
を
み
せ
る
本
文
を
〈
こ
と
ば
〉
に
拘

っ
て
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

各
本
文
の
性
格
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
「
首
瞥
源
氏
物
語
」
の
本
文
は
、

肖
柏
本
や
三
条
西
家
本
な
ど
と
の
類
似
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
調

査
に
よ
る
か
ぎ
り
で
は
、
「
鈴
虫
」
に
お

け
る
近
似
性
は
高
く
は
な
い
ｃ
今
後
と
も
、

丹
念
に
〈
こ
と
ば
〉
の
位
相
を
読
み
分
け

戸、

な
が
ら
物
語
を
解
釈
し
、
そ
の
中
で
本
文

を
定
位
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
源
氏
物
語
」
の
本
文
研
究
は
、
作
品

が
有
名
な
割
に
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。

本
文
の
系
統
は
、
約
六
十
年
前
に
池
田
亀

鑑
氏
が
〈
青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本
〉

と
三
分
さ
れ
た
。
そ
れ
が
唯
一
の
物
差
し

と
な
り
、
依
然
と
し
て
今
に
継
承
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
私
は
〈
別
本
群
〉
と

〈
河
内
本
群
〉
の
二
群
に
分
別
す
る
私
案

を
提
示
し
て
い
る
。
従
来
の
い
わ
ゆ
る
青

表
紙
本
は
、
〈
別
本
群
〉
に
属
し
た
り

〈
河
内
本
群
〉
に
包
含
さ
れ
た
り
す
る
。

こ
の
視
点
か
ら
今
回
の
調
査
結
果
を
見
る

と
、
本
書
正
撤
本
「
鈴
虫
」
は
、
〈
河
内

本
群
〉
の
中
に
あ
り
な
が
ら
幾
分
〈
別
本

群
〉
寄
り
の
本
文
を
有
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
詳
細
は
別
稿
を
予
定
）
。

「
源
氏
物
語
」
の
本
文
研
究
は
、
池
田

亀
鑑
氏
に
よ
る
昭
和
十
年
代
の
成
果
の
後
、

ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
。
基
本
資
料

と
な
っ
て
い
る
「
源
氏
物
語
大
成
」
に
は
、

昭
和
十
三
年
以
降
に
確
認
さ
れ
た
資
料
は

収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、

国
文
学
研
究
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
た
正
徹

本
「
源
氏
物
語
」
あ
た
り
か
ら
、
本
文
研

究
を
再
出
発
し
て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
ん
な
若
手
研
究
者
が
現
れ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
研
究
憎
報
部
・
伊
藤
鉄
也
）

－10－
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＊
平
成
十
三
年
度
国
文
学
文
献
資
料
鯛

査
・
収
集
の
概
況

文
献
資
料
部
で
は
、
国
内
外
の
各
所

蔵
機
関
お
よ
び
調
査
員
の
方
々
の
御
協

力
の
も
と
に
資
料
調
査
お
よ
び
収
集
を

行
な
い
、
左
記
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

一
調
査

国
内
一
三
五
箇
所
一
一
、
三
○
五
点

海
外
九
箇
所
一
、
六
二
一
点

合
計
一
四
四
箇
所
一
二
、
九
二
六
点

二
収
集

国
内
五
二
箇
所
四
、
八
三
九
点

海
外
一
箇
所
一
○
○
点

合
計
五
三
箇
所
四
、
九
三
九
点

こ
れ
に
よ
り
、
累
計
の
調
査
点
数
は

約
二
九
万
五
千
点
、
収
集
点
数
は
約
一

七
万
点
と
な
っ
た
。

平
成
十
三
年
度
の
調
査
・
収
集
先
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
個

人
を
含
め
ず
、
予
備
調
査
は
除
く
ｃ
括

弧
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
調
査
の
、
漢

数
字
は
収
集
の
点
数
を
示
す
。
＊
を
付

し
た
も
の
は
新
規
）
。
当
館
の
事
業
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
調
査
・
収
集
に
応

文
献
資
料
部
事
業
報
告

じ
て
く
だ
さ
っ
た
各
所
蔵
機
関
と
、
調

整
に
あ
た
ら
れ
た
担
当
者
各
位
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

伊
達
市
開
拓
記
念
館
〔
即
〕
・
弘
前
市

立
図
書
館
〔
脱
．
六
六
〕
・
八
戸
市
立

図
書
館
〔
的
．
五
九
〕
・
盛
岡
市
中
央

公
民
館
〔
七
五
〕
・
宮
城
県
図
書
館
〔
、
〕

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）

〔
刃
〕
’
・
仙
台
市
博
物
館
〔
部
〕
・
山
寺

芭
蕉
記
念
館
〔
六
一
〕
・
山
形
大
学
附

属
図
書
館
〔
剛
〕
・
山
形
短
期
大
学
附

属
図
書
館
〔
聰
〕
・
酒
田
市
立
光
丘
文

庫
〔
皿
．
六
五
〕
§
米
沢
市
立
米
沢
図

書
館
〔
銘
〕
・
稿
島
県
歴
史
資
料
館
〔
腿
〕

・
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
〔
妬
〕
・

初
瀬
川
文
庫
〔
三
○
〕
・
茨
城
大
学
附

属
図
書
館
〔
池
〕
・
筑
波
大
学
附
属
図

譜
館
（
宮
木
文
庫
）
〔
川
〕
・
輪
王
寺
天

海
蔵
〔
副
〕
・
早
稲
田
大
学
図
番
館
（
教

林
文
庫
等
）
〔
獺
〕
・
宮
内
庁
書
陵
部

〔
珊
・
二
一
二
〕
・
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
（
鴻
山
文
庫
）
〔
五
五
〕
・
三
井
文
庫

〔
別
〕
・
東
洋
文
庫
〔
拠
・
三
二
〕
・
尊

経
閣
文
庫
〔
二
八
〕
・
東
京
都
立
中
央

図
書
館
（
東
京
誌
料
）
〔
⑲
．
六
七
〕
．

戸､

谷

川

恵

一

東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
〔
八

七
〕
・
・
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
漢
文

学
教
室
〔
断
〕
・
横
浜
開
港
資
料
館
〔
鞭
〕

・
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）

〔
七
九
〕
・
新
潟
県
立
図
寄
館
〔
訂
〕
・

黒
川
村
公
民
館
〔
六
四
〕
・
鵜
飼
文
庫

〔
認
〕
・
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
〔
釦
〕

・
小
浜
市
立
図
瞥
館
〔
釦
〕
・
山
梨
大

学
附
属
図
瞥
館
（
近
代
文
学
文
庫
）
〔
訂
〕

・
上
田
市
立
図
瞥
館
（
花
月
文
庫
）
〔
川

・
三
五
〕
・
長
野
県
立
歴
史
館
〔
釦
〕

・
諏
訪
市
博
物
館
〔
妬
・
一
○
六
〕
・
高

遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー
〔
皿
〕
・
浜
松
市

立
賀
茂
真
淵
記
念
館
〔
盟
・
二
六
○
〕
・

三
島
市
郷
土
館
（
勝
俣
文
庫
）
〔
”
〕
・

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
〔
髄
〕
・

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
〔
卯
．
六
七
〕
・

大
須
文
庫
〔
醐
・
一
五
四
〕
・
愛
知
県

立
大
学
附
属
図
書
館
〔
六
六
〕
・
名
古

屋
市
博
物
館
〔
師
．
八
五
〕
・
新
城
ふ

る
さ
と
情
報
館
（
牧
野
文
庫
）
〔
四
八
〕
・

富
加
町
郷
土
資
料
館
〔
繩
〕
・
尾
鷲
市

立
中
央
公
民
館
郷
土
室
〔
“
〕
・
夢
望

庵
文
庫
〔
測
・
七
六
〕
・
京
都
府
立
総

合
資
料
館
〔
“
・
九
二
〕
・
・
京
都
大
学

総
合
人
間
学
部
〔
”
〕
・
京
都
大
学
文

学
部
（
頴
原
文
庫
）
〔
九
七
〕
・
蔵
庵
文

庫
〔
８
．
五
五
〕
・
陽
明
文
庫
〔
州
．

五
五
〕
・
百
々
御
所
文
庫
〔
五
一
〕
・

京
都
国
立
博
物
館
〔
錫
〕
・
立
命
館
大

へ

学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
〔
祠
〕
・
瑞
光

寺
〔
躯
〕
・
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書

館
〔
鍋
〕
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
番

館
〔
釘
〕
・
郡
山
城
史
跡
柳
沢
文
庫
保

存
会
〔
“
・
五
七
〕
・
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
〔
４
〕
・
大
阪
天
満
宮
御
文

庫
〔
副
・
四
九
〕
・
大
阪
女
子
大
学
附

属
図
番
館
〔
皿
〕
・
神
戸
大
学
附
属
図

書
館
（
住
田
文
庫
）
〔
珊
・
八
○
〕
・
田

辺
市
立
図
書
館
〔
郵
〕
・
南
方
熊
楠
邸

保
存
顕
彰
会
〔
万
・
九
二
〕
・
青
山
歴

史
村
〔
婬
・
六
三
〕
・
鳥
取
県
立
図
書

館
〔
だ
．
五
三
〕
・
岡
山
大
学
附
属
図

書
館
（
池
田
文
庫
）
〔
皿
〕
‐
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
〔
弱
．

七
二
〕
・
津
山
郷
土
博
物
館
〔
記
〕
・
広

島
大
学
附
属
図
書
館
〔
帥
〕
・
三
原
市

立
図
書
館
〔
剛
〕
・
専
徳
寺
〔
髄
〕
・

山
口
県
文
書
館
〔
３
〕
・
下
関
市
立
長

府
博
物
館
〔
伽
〕
・
山
口
大
学
附
属
図

書
館
（
棲
息
堂
文
庫
）
〔
弱
〕
・
毛
利
博

物
館
〔
六
四
〕
・
岩
国
市
立
中
央
図
書

館
〔
刀
〕
・
岩
国
徴
古
館
〔
一
八
七
〕
・

・
光
市
文
化
セ
ン
タ
ー
〔
幻
〕
・
香
川
大

学
附
属
図
書
館
（
神
原
文
庫
）
〔
妬
〕
・

鎌
田
共
済
会
図
書
館
〔
妃
．
七
一
〕
・

総
本
山
善
通
寺
〔
剛
．
四
○
〕
・
愛
媛

県
立
図
書
館
〔
釦
〕
・
大
洲
市
立
図
番

館
〔
伽
．
八
六
〕
・
徳
島
県
立
図
書
館

（
森
文
庫
）
〔
釣
〕
・
高
知
県
立
図
書
館
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（
山
内
文
庫
）
〔
“
・
一
七
五
〕
・
高
知

市
民
図
書
館
（
近
森
文
庫
）
〔
刎
・
八
一
〕

・
柳
川
古
文
書
館
〔
肥
〕
・
佐
賀
大
学

附
属
図
書
館
〔
認
〕
・
祐
徳
稲
荷
神
社

（
中
川
文
庫
等
）
〔
加
・
二
二
〕
・
・
長

崎
県
立
長
崎
図
書
館
〔
釘
〕
・
長
崎
大

学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
〔
九
○
〕

・
諏
訪
文
庫
〔
皿
〕
・
諌
早
市
立
諌
早

図
書
館
（
諌
早
文
庫
）
〔
鰯
〕
・
肥
前
松

平
文
庫
（
島
原
市
立
図
書
館
内
）
〔
弘
・

一
二
五
〕
・
松
浦
史
料
博
物
館
〔
錨
〕

・
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館

〔
釦
〕
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
五
高

旧
蔵
書
）
〔
鯛
〕
・
熊
本
市
立
図
書
館

（
武
藤
文
庫
）
〔
“
〕
・
人
吉
市
図
書
館

〔
剛
〕
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
〔
鯛
〕

・
杵
築
市
立
図
書
館
〔
弱
．
一
○
○
〕
・

佐
伯
市
教
育
委
員
会
〔
劃
〕
・
竹
田
市

立
図
書
館
〔
卯
〕
・
別
府
市
立
図
書
館

〔
剛
〕
・
妖
肥
城
歴
史
資
料
館
〔
”
〕
・

台
湾
大
学
図
書
館
〔
郡
〕
・
プ
ル
ベ
ラ

ー
家
（
ド
イ
ツ
）
〔
帥
〕
・
サ
レ
ジ
オ
大

学
マ
レ
ガ
文
庫
（
イ
タ
リ
ア
）
〔
”
〕
・

韓
国
国
立
中
央
図
瞥
館
〔
獺
．
一
○
○
〕

・
パ
リ
東
洋
語
図
瞥
館
〔
瓶
〕
・
史
海

図
書
館
〔
訂
〕
・
・
天
一
閣
博
物
館
（
中

国
）
〔
瓢
〕
・
・
サ
ハ
リ
ン
郷
土
博
物
館

〔
姫
〕
・
・
サ
ハ
リ
ン
国
立
公
文
書
館
〔
８
〕

＊
調
査
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

＊
平
成
十
四
年
度
調
査
・
収
集
計
画

今
年
度
も
、
昨
年
度
来
の
継
続
箇
所

を
中
心
に
、
国
内
で
一
四
一
箇
所
の
調

査
を
行
な
い
、
一
○
、
四
○
○
点
の
文

献
を
調
査
す
る
計
画
を
立
て
、
実
行
に

移
し
て
い
る
。
収
集
は
同
じ
く
六
四
箇

所
、
四
、
三
一
○
点
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
第

四
文
献
資
料
室
（
近
代
）
が
進
め
て
き

た
デ
ジ
タ
ル
調
査
・
収
集
の
方
式
を
江

戸
期
以
前
の
文
献
の
調
査
・
収
集
に
も

漸
次
導
入
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
所
蔵

平
成
十
三
年
度
か
ら
、
文
献
資
料
部

が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
当
館
が

蓄
祇
し
て
き
た
紙
の
調
査
カ
ー
ド
の
保

存
と
活
用
を
目
的
と
し
て
、
調
査
カ
ー

ド
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
保
存
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
事
業
を
五
ケ
年

計
画
で
開
始
し
た
。
作
業
は
順
調
に
進

捗
し
、
当
該
年
度
内
に
、
既
存
の
調
査

カ
ー
ド
の
約
七
割
強
に
あ
た
る
二
二
六

図
書
館
（
文
庫
）
・
一
○
六
、
○
○
○

枚
の
カ
ー
ド
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
し
、

そ
の
う
ち
の
二
四
、
○
○
○
点
に
つ
い

て
、
書
名
な
ど
の
主
要
項
目
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
た
。
平
成
十
四
年
度
も
引

き
続
き
作
業
を
継
続
し
、
秋
に
は
一
部

を
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公

開
す
る
予
定
で
あ
る
。

へ

機
関
の
ご
理
解
と
調
査
員
の
協
力
が
得

ら
れ
た
ケ
ー
ス
か
ら
順
次
切
り
替
え
て

い
る
。
調
査
に
際
し
て
は
、
当
館
よ
り

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
調
査
先
に
送
り
、
調
査
員
は
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
上
の
調
査
カ
ー
ド
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
あ
わ
せ
て
番
誌
的
に
重

要
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
。
調
査
カ
ー
ド

は
、
従
来
の
紙
の
調
査
カ
ー
ド
（
Ｓ
カ

ー
ド
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
市
販
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。
収
集
は
高
精
細
な

カ
ラ
ー
画
像
を
得
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
っ
て
行
な
う
予
定
で
あ
る
が
、

調
査
を
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
を

完
了
す
る
ま
で
に
は
な
お
数
年
を
要
す

る
と
予
想
さ
れ
、
当
面
は
、
こ
れ
ま
で

の
紙
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
方

式
と
デ
ジ
タ
ル
方
式
と
を
併
用
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
採

用
に
よ
っ
て
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
情
報
を
独
立
し
た
番
誌
情
報
と
し
て

参
照
し
う
る
こ
と
、
来
館
し
な
く
と
も

収
集
し
た
資
料
を
自
在
に
閲
覧
で
き
る

こ
と
、
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

＊
第
五
文
献
資
料
室

平
成
十
四
年
度
は
、
客
員
教
授
と
し

て
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
の
武
藤
元

へ

＊
そ
の
他

第
一
文
献
資
料
室
の
新
藤
協
三
教
授

が
四
月
に
転
出
し
た
後
に
、
第
二
室
の

山
崎
教
授
が
移
動
し
、
併
せ
て
同
室
の

落
合
助
教
授
も
第
一
室
に
移
動
し
た
。

第
二
室
の
教
授
に
は
、
整
理
閲
覧
部
よ

り
田
渕
句
美
子
教
授
を
迎
え
、
落
合
助

教
授
の
後
に
は
第
一
室
か
ら
小
川
助
教

授
が
移
動
し
た
。
新
藤
教
授
の
後
の
文

献
資
料
部
長
に
は
、
第
四
室
の
谷
川
が

補
せ
ら
れ
た
。
非
常
勤
研
究
員
に
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
加
藤
禎
行
氏
が
、
リ

サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
は
小
野
祐

子
・
和
田
琢
磨
・
小
林
実
の
三
氏
が
新

規
採
用
さ
れ
た
。
（
文
献
資
料
部
長
）

昭
教
授
が
蒜
任
し
た
。
併
任
助
教
授
は
、

前
期
が
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部

の
赤
松
万
里
教
授
、
後
期
が
新
潟
大
学

教
育
人
間
科
学
部
の
石
坂
妙
子
助
教
授

に
委
嘱
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

多
様
な
文
献
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

＊
国
際
研
究
室

平
成
十
四
年
度
は
、
七
月
一
日
か
ら

半
年
の
任
期
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等

研
究
院
の
ロ
ベ
ー
ル
ジ
ャ
ン
‐
ノ
エ

ル
教
授
が
着
任
、
中
世
の
釈
教
歌
を
テ

ー
マ
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
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情
報
資
料
室

第
二
十
五
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
を
、
十
一
月
十
五
、
十
六
日
両
日
に

わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
参
加
者
は
一
一

九
名
（
う
ち
海
外
よ
り
三
五
名
）
。
本

年
度
は
「
造
形
と
日
本
文
学
」
の
テ
ー

マ
を
設
け
、
研
究
発
表
は
九
名
全
員
が

こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

招
待
研
究
発
表
者
は
パ
リ
第
七
大
学
の

ク
レ
ー
ル
・
碧
子
・
プ
リ
ッ
セ
助
教
授

と
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族

学
博
物
館
の
マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
ー
学
芸

員
の
二
名
。
公
開
講
演
は
「
文
学
研
究

と
映
像
メ
デ
ィ
ア
」
の
表
題
で
、
金
沢

大
学
の
木
越
治
教
授
、
「
浦
島
伝
説
か

ら
浦
島
子
伝
へ
の
発
展
に
つ
い
て
ｌ
亀
、

蓬
莱
山
、
玉
手
箱
ｌ
」
の
表
題
で
、
北

京
大
学
の
厳
紹
璽
教
授
が
行
っ
た
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
収
め
る
会
議
録

を
三
月
に
刊
行
し
た
。

他
に
新
聞
収
載
の
国
文
学
関
係
記
事

の
収
集
幻
年
二
回
（
九
月
、
三
月
）
の

館
報
の
発
行
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
作
成
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
公
開
、
学
会
等
国

研
究
情
報
部
事
業
報
告

情
報
分
析
室

「
国
文
学
年
鑑
（
平
成
十
二
年
三

の
刊
行
時
点
ま
で
の
報
告
と
す
る
。

「
国
文
学
年
鑑
（
平
成
十
二
年
）
」

の
編
集
を
完
了
し
、
平
成
十
四
年
七
月

に
刊
行
し
た
。
主
要
項
目
の
収
載
件
数

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集
・
新
聞
所
載

論
文
一
二
、
○
一
○

②
学
会
一
覧
四
三

③
学
会
研
究
発
表
一
覧
八
八
三

④
新
指
定
文
化
財
一
七

⑤
平
成
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

等
交
付
七
二
一

⑥
受
賞
一
覧
八
一

⑦
計
報
四
三

③
単
行
本
書
名
一
覧
二
、
七
四
九

⑨
収
載
雑
誌
紀
要
一
覧
一
、
二
二
○

⑩
発
行
所
一
覧
一
、
○
三
七

⑪
翻
刻
複
製
作
品
一
覧
九
六
一

⑫
執
筆
者
索
引
九
、
三
○
二

頁
数
は
平
成
十
一
年
版
よ
り
四
三
頁

文
学
関
係
の
催
事
の
情
報
収
集
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
発
信
を
行
っ
た
。

戸､

松

村

雄

一

一

増
の
九
二
頁
。
販
売
価
格
は
若
干
値

上
げ
と
な
り
、
一
一
、
八
○
○
円
で
あ

る
。「

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

は
、
平
成
十
二
年
分
論
文
情
報
と
十
三

年
分
の
一
部
デ
ー
タ
等
を
、
二
三
五

五
五
件
入
力
し
た
。
ま
た
検
索
方
法
な

ど
を
改
善
し
た
（
詳
し
く
は
館
報
五
七

号
「
新
し
く
な
っ
た
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
）
。
公
開
シ
ス

テ
ム
を
変
更
し
、
十
月
に
、
『
年
鑑
」

刊
行
よ
り
早
く
、
十
二
年
論
文
デ
ー
タ

の
一
部
を
公
開
し
た
。

ア
ク
セ
ス
数
は
一
日
平
均
で
二
七
五

件
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
予
想
を
上
回

っ
て
お
り
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用

価
値
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
山
上
憶
良
と
い
う
作
者
、

「
好
色
一
代
男
』
と
い
う
作
品
、
「
幽
玄
」

と
い
う
概
念
に
つ
い
て
述
べ
た
論
文
を

知
り
た
い
時
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検

索
を
か
け
れ
ば
、
表
題
に
こ
の
言
葉
が

入
っ
た
論
文
名
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
並
ぶ
。

執
筆
者
別
に
そ
の
研
究
者
の
書
い
た
論

文
を
総
覧
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
年
鑑
」
を
い
ち
い
ち
繰
っ
て

調
べ
る
よ
り
、
格
段
に
迅
速
な
方
法
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
が
周
知
さ
れ
て

く
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
数
は
さ
ら
に
増
加

す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

へ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

当
室
の
看
板
事
業
で
あ
る
原
本
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
十
三
年
度
中

の
出
版
予
定
で
あ
っ
た
「
栄
華
物
語
」

と
四
鏡
の
歴
史
物
語
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
、

岩
波
書
店
の
担
当
者
の
事
故
に
よ
り
、

遅
れ
を
生
じ
た
。
次
に
予
定
さ
れ
て
い

る
『
古
事
記
」
『
出
雲
国
風
土
記
抄
」

と
同
時
に
十
四
年
度
内
刊
行
と
な
る
。

十
三
年
度
に
は
、
「
夫
木
和
歌
抄
」

た
だ
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
「
年

鑑
』
の
項
目
の
う
ち
、
前
記
①
の
み
を

搭
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
②
③
は
当
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
④
～
⑫
は
冊
子
体
の
「
年
鑑
」

で
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
毅
の

研
究
者
の
中
に
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ

る
検
索
は
気
が
重
い
と
い
う
方
も
多
い

に
ち
が
い
な
い
。
論
文
題
を
ジ
ャ
ン
ル

に
従
っ
て
通
覧
す
る
こ
と
の
意
義
も
あ

る
だ
ろ
う
。
「
年
鑑
」
と
「
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
の
併
存
は
、
ま
だ
当
分
は
学
界

の
強
い
要
請
と
考
え
て
い
る
。

「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
作
成
経
費
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

科
研
費
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
科
研
に
拠
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
当
館
予
算
の

削
減
は
、
種
々
の
研
究
や
事
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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の
監
修
作
業
を
行
っ
た
。
版
本
と
写
本

各
一
点
、
及
び
濱
口
博
章
氏
所
蔵
の
巻

子
一
軸
を
底
本
に
全
国
の
若
手
研
究
者

か
ら
な
る
十
二
名
の
監
修
員
が
取
組
み
、

内
容
的
に
は
高
度
な
問
題
が
提
起
さ
れ

た
が
、
今
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

の
仕
上
げ
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
し
よ
う
。
な
お
、
後
続
の
原
本
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

「
扶
桑
拾
葉
集
』
『
五
畿
内
名
所
図
絵
」

「
謡
曲
台
本
』
「
明
月
記
」
が
あ
る
。

既
刊
の
う
ち
「
正
保
版
本
二
十
一
代

集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
を
開
発
し
、
公
開
を
始
め
た
。

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は

別
に
開
発
中
の
古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち

の
肖
像
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
部
分
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
サ
イ

ト
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

国
文
研
↓
研
究
情
報
部
↓
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
室
と
辿
る
必
要
が
あ
る
。
余
談
で
あ

る
が
、
「
国
文
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

隅
々
ま
で
見
て
お
か
な
い
と
勿
体
な

い
」
と
い
う
噂
が
あ
る
ら
し
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文

学
は
、
十
二
月
三
日
に
「
国
文
学
研
究

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
’
二
十

一
世
紀
の
物
つ
く
り
た
ち
ｌ
」
と
い
う

情
報
処
理
室

情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
通
常
の
運

用
・
運
転
を
除
く
平
成
十
三
年
度
の
事

業
を
、
以
下
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

（
１
）
基
本
サ
ー
バ
（
胃
毎
日
ヨ
開
』
昌
邑

を
中
心
と
し
た
サ
ー
バ
系
、
約
一

五
○
台
に
及
ぶ
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
等
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
系
、
ギ

ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
よ
る

高
速
ラ
ン
系
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
基
づ
き
、
第
六
期
情
報
シ
ス

テ
ム
の
二
四
時
間
連
続
運
用
、
情

報
資
源
の
安
全
性
、
信
頼
性
を
保

持
す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

行
っ
た
。

（
２
）
国
文
学
論
文
目
録
、
史
料
所
在

各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
機
能
の

拡
充
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
基
本
サ
ー
バ
へ
の
移
行

を
進
め
た
。

（
３
）
館
の
業
務
が
複
数
サ
ー
バ
に
よ

る
分
散
環
境
に
移
行
し
た
こ
と
に

テ
ー
マ
で
第
七
回
を
開
催
し
た
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
現
場
に
焦
点
を

当
て
た
試
み
で
あ
っ
た
が
、
国
文
学
研

究
者
の
大
半
は
、
ユ
ー
ザ
の
立
場
に
自

己
規
程
し
て
し
ま
っ
て
い
る
せ
い
か
、

少
し
食
い
つ
き
が
悪
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

~

惰
報
メ
デ
ィ
ア
室

次
の
各
事
業
を
行
っ
た
。

・
岩
波
書
店
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
「
源
氏

物
語
」
「
二
十
一
代
集
」
「
吾
妻
鏡
」

本
文
テ
キ
ス
ト
の
完
全
Ｘ
Ｍ
Ｌ
化

・
Ｘ
Ｍ
Ｌ
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
エ
ン
ジ
ン
（
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
）
の

導
入
と
運
用

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
存
し
な
い
、
Ｘ

伴
い
、
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
体
制

の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
運
用

環
境
を
構
築
し
、
実
施
し
た
。

（
４
）
シ
ス
テ
ム
へ
の
ハ
ッ
カ
ー
、
ウ

イ
ル
ス
攻
撃
の
頻
発
に
対
抗
し
、

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
機
能
を
向

上
さ
せ
る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
強
化
を
実
施
し
た
。
特
に
、

メ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ウ
イ

ル
ス
チ
ェ
ッ
カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
そ
の
運
用
を
行
っ
た
ｃ

（
５
）
旧
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
文
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
試
験
公
開
を
継
続

運
用
す
る
と
共
に
、
ほ
ぼ
全
巻
の

Ｘ
Ｍ
Ｌ
化
を
実
現
し
た
。

（
６
）
国
立
情
報
学
研
究
所
で
開
催
さ

れ
た
人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報

シ
ス
テ
ム
連
絡
会
に
お
い
て
、
シ

ス
テ
ム
の
運
用
管
理
等
に
つ
き
、

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

へ

研
究
開
発
室
（
客
員
部
門
）

客
員
と
し
て
、
実
践
女
子
大
学
文
学

部
か
ら
牧
野
和
夫
教
授
（
中
世
・
仏
書

研
究
）
を
、
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学

部
札
幌
分
校
か
ら
中
島
和
歌
子
助
教
授

（
中
古
・
平
安
朝
生
活
誌
研
究
）
を
迎

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
従
事
し
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
十
二
年
度
以
降
に

お
け
る
開
発
室
の
研
究
開
発
経
費
の
停

止
に
よ
っ
て
、
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
関
す
る
新
し
い
研
究
計
画
を
推
進
す

る
ま
で
に
至
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
立
場
か
ら
望
ま
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
牧
野
教
授
は
中
世
期
の
仏
書
、
中
島

助
教
授
は
陰
陽
道
関
係
番
）
の
開
発
に

つ
き
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
の
助
言
・
協

力
を
受
け
て
研
究
を
進
め
た
。

（
研
究
情
報
部
長
）

Ｍ
Ｌ
検
索
言
語
に
基
づ
い
た
汎
用
な

検
索
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
構
築
支
援

シ
ー
ル
の
提
案
と
実
装

・
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
バ
の
運
用
、

移
行
支
援

・
館
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会

等
の
イ
ン
タ
１
不
ツ
ト
中
継
へ
の
支

援
、
協
力
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整
理
閲
覧
部
で
は
、
資
料
の
受
入
、

整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及
び
参

考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、
展
示

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
三

年
度
の
当
部
の
業
務
は
次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
室

①
資
料
の
受
入

資
料
受
入
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
は
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
九

四
一
リ
ー
ル
、
図
瞥
は
、
四
、
六
七
八

冊
、
逐
次
刊
行
物
は
、
四
、
四
一
○
冊

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
三
年

度
末
の
全
所
蔵
数
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
デ
ー
タ
約
四
、

○
○
○
件
を
作
成
し
、
約
三
、
○
○
○

件
の
デ
ー
タ
の
点
検
を
行
っ
た
。

③
図
書
資
料
の
整
理

和
古
書
は
目
録
デ
ー
タ
約
二
、
○
○

○
件
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
一
、
○
九

九
点
の
和
古
書
の
装
備
を
行
っ
た
。

活
字
本
・
影
印
本
は
、
二
、
○
一
九

冊
を
整
理
し
、
遡
及
入
力
は
外
注
作
業

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

と
併
せ
て
五
、
○
八
一
冊
を
処
理
し
た
。

明
治
期
資
料
は
九
一
三
冊
の
整
理
を
行

っ
た
。

逐
次
刊
行
物
は
、
一
、
九
五
七
タ
イ

ト
ル
の
受
入
、
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、

国
立
情
報
学
研
究
所
「
学
術
雑
誌
総
合

目
録
欧
文
編
」
の
デ
ー
タ
更
新
の
た
め

同
研
究
所
目
録
シ
ス
テ
ム
ヘ
洋
雑
誌
一

九
五
タ
イ
ト
ル
の
デ
ー
タ
入
力
及
び
修

正
作
業
を
行
っ
た
。

④
閲
覧
業
務

年
間
開
室
日
数
は
、
二
二
六
日
、
来

館
利
用
者
数
は
、
六
、
八
○
四
人
（
一

日
当
た
り
三
○
・
一
人
）
、
登
録
者
数

は
一
、
八
八
二
人
（
一
日
当
た
り
八
・

三
人
）
で
あ
っ
た
。
閉
架
資
料
の
閲
覧

点
数
は
、
二
一
、
八
七
二
点
（
一
日
当

た
り
九
六
・
八
点
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
文
献
複
写
は
、
二
六
、
一
一

四
件
（
一
日
当
た
り
一
一
五
・
五
件
）

で
、
電
子
複
写
（
リ
ー
ダ
プ
リ
ン
タ
ー

を
含
む
）
二
四
○
、
五
○
九
枚
、
紙
焼

写
真
二
七
、
六
四
二
枚
タ
ポ
ジ
フ
ィ
ル

ム
五
、
五
○
八
コ
マ
を
作
製
し
た
。

⑤
相
互
利
用

へ

鈴
木
淳

大
学
図
書
館
等
か
ら
の
複
写
・
相
互

貸
借
の
受
付
は
、
複
写
三
、
九
九
九
件
、

貸
借
一
○
○
件
一
二
三
冊
で
あ
っ
た
。

他
機
関
へ
の
依
頼
は
、
複
写
一
三
九
件
、

貸
借
は
二
件
一
六
冊
で
あ
っ
た
。

⑥
資
料
の
保
存

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管

委
託
は
、
平
成
十
一
年
度
収
集
分
八
二

九
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
三
○
、

八
七
四
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。

ま
た
、
和
古
書
に
つ
い
て
は
峡
一
、

三
五
四
個
を
作
成
し
、
八
点
（
一
四
冊
）

の
補
修
、
八
個
の
桐
箱
作
成
を
行
っ
た
。

明
治
期
資
料
は
七
○
○
個
の
峡
を
作
成

し
た
。な

お
、
例
年
ど
お
り
、
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

年
度
末
に
は
蔵
瞥
点
検
を
実
施
し
た
。

⑦
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

古
典
籍
の
総
合
所
在
目
録
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
構
築
し
公
開
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
書
誌
デ
ー
タ
約
一
八
万

件
に
つ
い
て
、
公
開
の
た
め
の
デ
ー
タ

点
検
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
反
映
を

行
っ
た
。
ま
た
、
典
拠
フ
ァ
イ
ル

（
個
々
の
本
に
関
す
る
瞥
誌
デ
ー
タ
を

取
り
ま
と
め
、
普
名
等
を
統
一
す
る
た

め
の
著
作
、
著
者
に
関
す
る
情
報
フ
ァ

イ
ル
）
の
改
訂
を
継
続
し
て
行
っ
た
。

一､

参
考
室

①
参
考
業
務

参
考
質
問
の
受
付
・
回
答
は
四
四
一

件
で
あ
っ
た
。

②
公
開
爾
演
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
識
演
会
を
開
催
し
た
。

○
第
五
十
七
回
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
生
成
」

（
五
月
十
八
日
、
当
館
）

。
「
古
今
集
の
「
こ
と
ば
」
の
型
ｌ
言

語
表
象
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
近
藤
み
ゆ

き
氏
（
実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教

授
）

．
「
女
が
和
歌
を
書
く
と
き
ｌ
女
懐
紙

を
め
ぐ
っ
て
」
兼
築
信
行
氏
（
早
稲

田
大
学
文
学
部
教
授
）

．
「
源
氏
物
語
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ｌ
和
漢

の
は
ざ
ま
で
」
河
添
房
江
氏
（
東
京

学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）

○
第
五
十
八
回
「
田
安
徳
川
家
の
蔵
書

と
学
芸
」
（
平
成
十
四
年
二
月
二
十

二
日
、
当
館
）

．
「
田
安
家
の
学
問
」
鈴
木
淳
（
当
館

整
理
閲
覧
部
長
）

．
「
田
安
家
蔵
書
の
伝
存
に
つ
い
て
」

松
方
冬
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
助
手
）

．
「
田
安
家
と
楽
瞥
」
福
島
和
夫
氏

（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
長
）

○
臨
時
〔
国
の
移
転
機
関
と
地
域
と
の

－1 5－
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交
流
講
演
会
〕
（
八
月
二
日
、
立
川

市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
）

．
「
源
氏
物
語
１
審
物
文
化
の
窓
か
ら

ｌ
」
松
野
陽
一
（
当
館
館
長
）
、
中

村
康
夫
（
当
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
）

③
古
典
連
続
爾
演

「
連
続
講
演
西
鶴
」
長
谷
川
強
氏
（
当

館
名
誉
教
授
）
に
よ
る
五
回
の
講
演

（
九
月
二
十
八
日
、
十
月
十
二
日
、
十

月
二
十
六
日
、
十
一
月
九
日
、
十
一
月

二
十
二
日
、
当
館
）

④
展
示

○
特
別
展
示

．
「
田
安
徳
川
家
伝
来
古
典
籍
展
」

（
平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
～
三
月

一
日
）

○
通
常
展
示

・
第
七
十
六
回
「
和
番
の
さ
ま
ざ
ま
」

（
平
成
十
三
年
三
月
十
二
日
～
五
月

十
八
日
）

・
第
七
十
七
回
「
近
世
前
期
の
文
学
」

（
十
月
一
日
～
十
一
月
十
六
日
）

・
第
七
十
八
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」

（
平
成
十
四
年
三
月
十
八
日
～
四
月

二
十
六
日
）

○
臨
時
〔
国
の
移
転
機
関
と
地
域
と
の

交
流
展
示
会
〕

．
「
源
氏
物
語
の
諸
本
と
絵
本
」
（
七

月
三
十
一
‘
日
～
八
月
五
日
）

⑤
謂
演
蕊
・
展
示
目
録
の
刊
行

公
開
講
演
会
の
講
演
録
で
あ
る
〈
古

典
講
演
シ
リ
ー
ズ
〉
は
第
八
巻
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
生
成
ｌ
古
今
集
か
ら
鏡
花
ま

で
ｌ
」
（
臨
川
瞥
店
）
を
刊
行
、
ま
た
、

特
別
展
示
の
図
録
と
し
て
「
田
安
徳
川

家
伝
来
古
典
籍
』
（
三
弥
井
書
店
）
を

刊
行
し
た
。

（
整
理
閲
覧
部
長
）

へ

別表 所蔵資料統計 (平成14年3月末現在）

i

※他に複写用ネガ32.486リール、閲覧用ポジ33.765リールがある。

昭
和
三
十
八
年
に
創
設
さ
れ
た
京
都

府
立
総
合
資
料
館
に
は
、
京
都
府
立
図

書
館
か
ら
引
き
継
が
れ
た
蔵
書
、
及
び

太
宰
文
庫
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
の
旧

蔵
書
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
多
数

の
古
典
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち

約
六
百
点
の
貴
重
書
に
つ
い
て
は
「
京

都
府
立
総
合
資
料
館
貴
重
書
目
録
」

（
昭
和
四
十
六
年
三
月
同
館
編
・
発

行
）
に
お
い
て
周
到
な
解
説
付
き
で
整

理
・
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
同
書
を
一
旦

縮
く
だ
け
で
稲
本
・
善
本
の
豊
富
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
有
名
な
と
こ
ろ
で

は
百
二
十
句
本
「
平
家
物
語
」
（
特
八

三
八
’
一
六
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

が
、
ま
た
歌
書
・
物
語
類
の
中
に
も
、

例
え
ば
仁
融
筆
「
新
古
今
集
」
（
特
八

三
一
’
二
四
）
や
細
川
幽
斎
奥
書
本

「
藤
川
百
首
注
」
（
特
八
三
一
’
八
三
）
、

伝
月
樵
筆
「
伊
勢
物
語
」
（
Ａ
特
九
一

三
・
三
二
ｌ
Ｇ
三
八
）
な
ど
の
室
町
期

古
写
本
が
多
く
含
ま
れ
る
。
ま
た
「
雪

峯
空
和
尚
外
集
』
（
特
八
二
一
’
九
）

な
ど
の
五
山
版
、
『
万
葉
集
」
（
特
八
三

一
’
四
六
）
な
ど
の
古
活
字
版
も
散
見

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
番
に
加
え
、
一
般

書
扱
い
の
書
籍
の
中
に
も
近
世
木
版
本

文
庫
紹
介
⑰

京
都
府
立
総
合
資
料
館

へ

を
中
心
と
す
る
相
当
数
の
和
本
が
存
す

る
。
た
だ
し
貴
重
番
の
よ
う
な
冊
子
体

の
目
録
は
な
い
の
で
、
所
蔵
状
況
を
知

る
た
め
に
は
カ
ー
ド
体
の
目
録
を
一
枚

ず
つ
繰
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
お

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
現
在
こ
の
一

般
書
扱
い
の
和
本
の
方
を
調
査
中
で
あ

る
（
貴
重
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
終
了
）
。

ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収
集

も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
は
京
都
市
営

烏
丸
線
北
山
駅
下
車
す
ぐ
そ
ば
。
開
館

時
間
は
九
時
～
十
六
時
三
十
分
。
休
刊

日
は
祝
日
（
日
暇
日
の
場
合
は
翌
日
代

休
）
・
第
二
水
曜
日
・
十
二
月
二
十
八

日
～
一
月
四
日
・
春
季
の
資
料
整
理
期
。

利
用
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の

と
お
り
。

〒
六
○
六
’
○
八
二
三
京
都
市
左

京
区
下
鴨
半
木
町
一
’
四

皿
○
七
五
’
七
二
三
’
四
八
三
三

（
文
献
課
）

ち
な
み
に
貴
重
書
の
一
部
に
つ
い
て
は

「
京
都
府
図
書
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
閲
覧
」

と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
三
日
ご
乏
乏
看

望
ご
国
昌
●
冒
禺
ご
ｇ
９
頁
）
で
も
全
丁

閲
覧
可
と
な
っ
て
い
る
。

（
文
献
資
料
部
・
久
保
木
秀
夫
）
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・
委
員
会
日
誌
・

平
成
皿
年

２
月
５
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計

画
委
員
会

２
月
７
日
図
書
選
定
委
員
会

２
月
廻
日
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

２
月
過
日
図
書
資
料
委
員
会

２
月
加
日
識
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会
ｉ

‐
；
将
来
構
想
委
員
会

２
月
記
日
将
来
構
想
委
員
会

３
月
皿
日
講
演
会
血
・
展
示
会
等
小
委

員
会

３
月
哩
日
広
報
誌
小
委
員
会

３
月
週
日
古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会

３
月
理
日
広
報
委
員
会

４
月
４
日
将
来
柵
想
委
員
会
．

４
月
９
日
識
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

４
月
肥
日
創
立
釦
周
年
記
念
誌
編
集

小
委
員
会

「
国
書
総
目
録
」
著
作
権

活
用
方
法
検
討
会
？
：

４
月
肥
日
創
立
釦
周
年
記
念
事
業
委

‐
員
会

上
大
学
院
教
育
協
力
委
員
会

４
月
調
日
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

彙
報

５
月
型
日

５
月
型
日

５
月
認
日

５
月
Ⅳ
日

５
月
８
日

５
月
Ｍ
日

４
月
妬
日

５
月
７
日

４
月
溺
日

５
月
釦
日

６
月
５
日

６
月
７
日

６
月
加
日

66

月月
1817

日日

６
月
ｎ
日

５
月
躯
日

/一､

創
立
釦
周
年
記
念
誌
編
集

小
委
員
会

公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

移
転
問
題
検
討
委
員
会

講
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計

画
委
員
会

「
国
番
総
目
録
」
著
作
権

活
用
方
法
検
討
会

広
報
誌
等
小
委
員
会

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

会
議
総
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
監
修
員
会
議

公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

共
同
研
究
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
委
員
会

講
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会

将
来
構
想
委
員
会

「
国
書
総
目
録
」
著
作
権

活
用
方
法
検
討
会

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

大
学
院
設
置
準
備
委
員
会

・
外
国
出
張
・

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆

国

目
的
在
外
古
典
籍
の
デ
ー
タ
ベ

－
ス
化
に
関
す
る
資
料
収

：
集
及
び
打
ち
合
わ
せ

期
間
平
成
過
年
ｎ
月
配
日
～

平
成
過
年
皿
月
調
日

谷
川
恵
一
・
齋
藤
希
史

渡
航
先
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国

目
的
在
サ
ハ
リ
ン
日
本
語
文
献

の
調
査

期
間
平
成
喝
年
ｎ
月
認
日
～

平
成
迫
年
ｎ
月
調
日

久
保
木
秀
夫

渡
航
先
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ

ス

目
的
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
所
蔵

資
料
・
関
連
資
料
の
調
査

６
月
型
日
将
来
櫛
想
委
員
会

６
月
妬
日
名
誉
教
授
選
考
委
員
会

６
月
”
日
広
報
誌
小
委
員
会

・
運
営
協
識
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
皿
年
度
第
１
回
運
営
協
議
員
会
が

平
成
皿
年
６
月
妬
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
、
名
誉
教
授
候
補
者
選
考
等
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

ー、

期
間
平
成
昭
年
吃
月
２
日
～

平
成
喝
年
哩
月
過
日

中
野
真
麻
理

渡
航
先
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ

ス

目
的
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
資

料
の
調
査

期
間
平
成
過
年
吃
月
２
日
～

平
成
囮
年
吃
月
週
日

山
崎
誠

渡
航
先
イ
ギ
リ
ス
・

目
的
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
中
世
写

本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
調
査

期
間
平
成
昭
年
廻
月
翠
日
～

・
平
成
過
年
吃
月
泥
日

鈴
木
淳

渡
航
先
イ
ギ
リ
ス
伊
ド
イ
ツ

目
的
在
欧
州
日
本
古
典
籍
の
調

査
と
そ
の
分
類
方
法
の
実

情
調
査

期
間
平
成
皿
年
１
月
瀦
日
～

平
成
腔
年
２
月
２
日
・

武
井
協
三

渡
航
先
イ
ギ
リ
ス

目
的
・
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
Ｍ
年
２
月
１
日
～

－17－
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原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

の
た
め
の
研
究

期
間
平
成
皿
年
２
月
略
日
～

平
成
Ｍ
年
２
月
羽
日

安
永
尚
志

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス

目
的
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ

（
２
）
の
最
終
年
度
に
当

た
り
、
研
究
成
果
の
最
終

的
な
評
価
を
得
る
た
め
の

研
究
打
ち
合
わ
せ
・
成
果

の
利
活
用
の
方
法
に
つ
い

て
の
検
討

期
間
平
成
皿
年
２
月
〃
日
～

平
成
皿
年
２
月
妬
日

山
下
則
子

渡
航
先
イ
タ
リ
ア

目
的
欧
州
に
お
け
る
日
本
古
典

籍
の
調
査
及
び
打
ち
合
わ

せ

期
間
平
成
皿
年
２
月
〃
日
～

平
成
皿
年
２
月
”
日

岡
・
雅
彦

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
ア
メ
リ
カ
国
内
所
在
の
江

l

ll
平
成
Ｍ
年
２
月
７
日

戸
絵
入
本
の
調
査

期
間
平
成
皿
年
２
月
加
日
～

平
成
Ｍ
年
２
月
”
日

新
藤
協
三

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
ア
メ
リ
カ
国
内
所
在
の
日

本
文
学
文
献
資
料
の
調
査

期
間
平
成
皿
年
２
月
加
日
～

平
成
皿
年
２
月
”
日

入
口
敦
志

渡
航
先
台
湾

目
的
台
湾
大
学
所
蔵
日
本
語
古

典
籍
に
対
す
る
緊
急
調
査

期
間
平
成
Ｍ
年
２
月
型
日
～

平
成
Ｍ
年
３
月
９
日

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
文
献
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

期
間
平
成
皿
年
２
月
弱
日
～

平
成
皿
年
３
月
８
日

堀
川
貴
司
・
小
川
剛
生

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
国
立
中
央
図
番
館
蔵

旧
朝
鮮
総
督
府
本
の
調

査
・
収
集

期
間
平
成
Ｍ
年
３
月
３
日
～

平
成
Ｍ
年
３
月
７
日

齋
藤
希
史

内

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス

目
的
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
お

よ
び
パ
リ
東
洋
語
図
書
館

所
蔵
古
典
籍
の
調
査

期
間
平
成
皿
年
３
月
８
日
～

平
成
辺
年
３
月
町
日

中
野
真
麻
理
・
久
保
木
秀
夫

・
谷
川
恵
一

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス

目
的
パ
リ
東
洋
語
図
番
館
所
蔵

和
刻
古
典
籍
の
調
査

期
間
平
成
型
年
３
月
ｎ
日
～

平
成
皿
年
３
月
聡
日

安
永
尚
志

渡
航
先
イ
タ
リ
ア

目
的
基
盤
研
究
（
Ｓ
）
に
お
け

る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
実
験
、
実
証
実
験
、

国
際
会
議
（
シ
日
伊
の
）
に

お
け
る
研
究
成
果
発
表
。

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
共
同

研
究
の
ま
と
め
、
今
後
の

研
究
計
画
の
策
定

期
間
平
成
Ｍ
年
３
月
晦
日
～

平
成
Ｍ
年
３
月
羽
日

・
海
外
研
修
旅
行
・

原
‐
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
メ
キ

、
ン
．

目
的
画
・
白
・
勺
ｚ
ｏ
旨
蔚
ユ
ョ

へ

○
ｏ
巨
貯
昂
胃
の
出
席
・
発

表
及
び
打
ち
合
わ
せ

期
間
平
成
迫
年
皿
月
羽
日
～

平
成
過
年
吃
月
９
日

厳
紹
璽

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
中
国
中
日
比
較
文
学
学

会
・
日
本
和
漢
比
較
文
学

会
（
中
日
）
日
中
比
較
文

学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加

期
間
平
成
過
年
廻
月
６
日
～

平
成
喝
年
吃
月
ｎ
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
イ
ン
ド

目
的
イ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
外

国
語
で
か
か
れ
た
日
本
文

献
の
調
査
・
研
究
及
び
研

究
結
果
発
表

期
間
平
成
凶
年
１
月
６
日
～

平
成
皿
年
３
月
加
日

大
高
洋
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
北
京
市
を
中
心
に
中
国
内

に
お
け
る
日
本
資
料
・
漢

籍
・
東
ア
ジ
ア
資
料
の
調

査
・
研
究
及
び
研
究
成
果

の
発
表

期
間
平
成
皿
年
２
月
認
日
～

平
成
皿
年
７
月
吃
日
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評
議
員

任
期
平
成
Ｍ
年
７
月
１
日
～
平
成
恥
年
６
月
釦
日

朝
尾
直
弘
京
都
磯
事
夫
挙
文
学
郎
客
興
軟
提
、
京
師
大
学
名
誉
教
授

石
毛
直
道
国
立
民
族
学
博
物
航
長

大
口
勇
次
郎
聖
徳
大
学
人
文
学
部
赦
授

甲
斐
睦
朗
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
長

樺
山
紘
一
独
立
行
政
法
人
凹
立
錐
術
餓
理
聖
回
立
西
洋
築
術
飢
塁

北
原
保
雄
筑
波
大
学
長

久
保
木
哲
夫
郁
翻
文
科
大
学
名
誉
牧
授

久
保
田
淳
白
百
合
女
子
大
学
文
学
郎
救
授

興
膳
宏
独
立
行
政
法
人
図
立
博
物
飾
珊
聖
京
祁
阿
立
博
物
的
塁

後
藻
祥
子
日
本
女
子
大
学
長

佐
々
木
殻
東
京
大
学
畏

末
松
安
晴
国
立
愉
報
学
研
究
所
長

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
軟
授

中
野
三
敏
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

野
崎
弘
独
碁
岐
法
人
国
立
博
物
航
理
事
婆
東
京
豐
博
物
館
塁

野
山
嘉
正
放
送
大
学
教
授

平
岡
敏
夫
日
本
学
衞
会
譲
会
貝

宮
地
正
人
国
立
歴
史
民
俗
博
物
節
長

山
折
哲
雄
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

吉
原
・
健
一
郎
成
織
大
学
文
芸
学
部
教
授

運
営
協
溌
員

任
期
平
成
皿
年
８
月
１
日
～
平
成
聡
年
７
月
劃
日

伊
井
春
樹
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
軟
授

岡
崎
久
司
早
栂
田
大
学
照
野
文
化
研
究
所
客
脚
牧
授

高
埜
利
彦
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

十
川
信
介
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

評
議
員
等
名
簿

へ

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
邪
軟
授

名
和
修
財
団
法
人
隅
明
文
叩
長

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
掻

藤
井
謹
治
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

森
正
人
熊
本
大
学
文
学
部
教
授

吉
田
伸
・
之
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
軟
授

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
平
成
週
年
４
月
１
日
～
平
成
賜
年
３
月
剖
日

妹
尾
好
信
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

竹
本
幹
夫
早
稲
田
大
学
文
学
部
軟
授

富
士
昭
雄
駒
椰
大
学
名
播
軟
授

牧
野
和
夫
実
殿
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

三
木
紀
人
城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
軟
授

三
田
村
雅
子
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

任
期
平
成
週
年
４
月
１
日
～
平
成
賜
年
３
月
瓢
日

市
古
夏
生
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

加
藤
定
彦
立
敦
大
学
文
学
部
教
授

小
島
孝
之
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授

後
藤
昭
雄
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

舩
城
俊
太
郎
新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授

任
期
平
成
辺
年
４
月
１
日
～
平
成
恥
年
３
月
瓢
日

朝
倉
尚
広
脇
大
学
総
合
科
学
部
教
授

川
上
新
一
郎
慶
応
縫
製
大
学
附
属
研
究
所
斯
巡
文
臨
教
授

高
山
節
也
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
教
授

十
川
信
介
学
習
院
大
学
文
学
部
軟
授

美
濃
部
重
克
南
山
大
学
人
文
学
部
教
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
Ｍ
年
４
月
１
日
～
平
成
肥
年
３
月
副
日

今
関
敏
子
川
村
学
園
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

/＝､
木
越
治
金
沢
大
学
文
学
部
軟
授

神
野
藤
昭
夫
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

小
峯
和
明
立
教
大
学
文
学
郎
軟
授

坪
井
秀
人
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
間
憎
報
学
研
究
科
教
授

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヤ
ン
ベ
ル
東
京
大
学
大
学
院
鎚
合
文
化
研
究
科
助
教
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
委
員

任
期
平
成
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
肥
年
３
月
瓠
日

加
納
重
文
京
郷
女
子
大
学
文
学
部
救
授

久
保
田
啓
一
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

森
正
人
熊
本
大
学
文
学
部
軟
授

吉
村
誠
山
口
大
学
救
育
学
部
教
授

石
川
一
県
立
広
凪
女
子
大
学
国
厭
文
化
学
部
教
授

三
角
洋
一
東
京
大
学
大
学
院
捻
合
文
化
研
究
科
軟
授

廣
木
一
人
青
山
学
院
大
学
文
学
部
牧
授

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

任
期
平
成
Ｍ
年
４
月
１
日
～
平
成
聡
年
３
月
瓠
日

安
達
文
夫
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
憎
報
資
料
研
究
部
軟
授

石
塚
英
弘
図
番
館
情
報
大
学
図
寄
航
憎
報
学
部
教
授

内
田
保
贋
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
教
授

杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
館
民
族
学
研
究
部
軟
授

長
崎
健
中
央
大
学
文
学
部
数
授

中
山
雅
哉
東
京
大
学
箭
報
基
魅
セ
ン
タ
ー
助
教
授

根
岸
正
光
国
立
愉
報
学
研
究
所
学
術
研
究
愉
報
研
究
系
軟
授

星
野
聰
京
都
大
学
名
誉
軟
授

和
中
幹
雄
国
立
図
会
図
密
航
総
務
郁
冊
報
シ
ス
テ
ム
課
長

近
藤
泰
弘
青
山
学
院
大
学
文
学
郁
日
本
文
学
科
教
授

神
立
孝
一
創
価
大
学
経
済
学
部
軟
授

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
通
年
４
月
１
日
～
平
上
映
鴫
年
３
月
皿
日

市
古
夏
生
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
軟
育
学
部
軟
授
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’
今
西
裕
一
郎
九
州
大
学
文
学
部
教
授

柴
田
光
彦
元
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授

田
村
潤
二
哩
京
大
学
附
闘
図
密
航
耶
務
郁
艇

原
道
生
側
約
大
学
文
学
部
戟
授

宮
鰯
彰
凹
立
怖
細
学
研
究
所
爽
証
研
究
セ
ン
タ
ー
畏

西
来
路
秀
彦
脚
並
例
会
間
宵
航
継
姻
”
蝿
“
卿
”
畔
扱

国
文
学
文
献
書
鐵
科
鯛
査
員

任
期
平
成
必
年
４
月
１
日
～
平
成
脂
年
３
月
副
日

。
〔
北
海
道
・
東
北
地
区
〕

小
林
真
二
北
海
道
軟
育
大
学
救
背
学
部
函
航
校
助
教
授

杉
浦
清
志
北
海
迩
牧
背
大
学
教
育
学
部
函
航
校
救
授

竹
下
香
織
山
形
短
期
大
学
助
教
授

永
田
信
也
北
海
逝
敬
育
大
学
軟
育
学
部
旭
川
校
助
教
授

名
子
喜
久
雄
山
形
大
学
救
育
学
部
牧
授

播
摩
光
寿
国
學
院
短
期
大
学
救
授

宮
澤
照
恵
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
教
授

〔
関
東
地
区
〕

池
澤
一
郎
明
治
大
学
法
学
部
助
教
授

池
山
晃
大
東
文
化
大
学
文
学
部
助
救
授

石
神
秀
美
餌
兇
大
学
文
学
部
非
常
勤
簿
師

石
澤
一
”
志
飢
見
大
学
文
学
部
非
常
勤
鱒
師

石
塚
修
筑
波
大
学
文
芸
・
箇
躯
学
系
簿
師

井
上
泰
至
防
衛
大
学
校
人
間
文
化
学
科
助
牧
授

岩
見
照
代
麗
椰
大
学
外
国
研
学
部
教
授

大
内
瑞
恵
邸
闇
文
科
大
学
文
学
脇
非
常
勤
簿
師

木
戸
雄
一
佛
軟
大
学
非
常
勤
廓
師

佐
・
伯
孝
弘
清
泉
女
子
大
学
文
学
部
助
救
授
〃

佐
藤
知
乃
断
山
学
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
瞬
師

黒
石
陽
子
東
京
学
芸
大
学
赦
滞
学
部
助
教
授

津
田
真
弓
日
本
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

皿
へ

西
山
美
香

姫
野
敦
子

藻
、
田
洋
さ
治

山
本
陽
史

湯
浅
佳
子

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヤ
ン
ベ
ル

綿
抜
豊
昭

〔
中
部
地
区
〕

石
ｉ
坂
妙
子

有
働
裕

神
作
研
一

甘
露
純
規

木
越
治

佐
藤
至
子

島
田
大
助

鈴
木
孝
庸

高
橋
明
彦

戸
谷
精
三

中
川
豊

服
部
仁

贋
部
俊
也

森
澤
多
美
子

柳
澤
良
一

山
本
一

〔
近
醗
地
区
〕

安
達
敬
子

飯
倉
洋
一

海
野
圭
介

大
谷
俊
太

岡
本
・
聡

京
郁
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
助
教
授

芦
屋
女
子
短
期
大
学
助
教
授

薪
間
大
学
救
汀
人
間
科
学
部
助
牧
授
：

換
知
軟
育
大
学
軟
育
学
部
助
救
授

金
城
学
院
大
学
文
学
邪
助
教
授

名
城
大
学
法
学
節
非
常
勤
簿
師

金
沢
大
学
文
学
部
赦
授

柵
山
女
学
園
大
学
人
間
関
係
学
部
講
師

豊
蟹
佃
造
大
学
経
営
愉
報
学
総
助
教
授
・

新
潟
大
学
人
文
学
部
敦
授
・

金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
学
部
助
教
授

長
野
工
柔
高
尋
専
門
学
校
助
軟
授

中
京
大
学
非
常
勤
鎌
師

同
朋
大
学
文
学
郎
軟
授

釿
閏
大
学
人
文
学
部
助
軟
授

陥
岡
大
学
軟
育
学
部
非
常
勤
鱒
師

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
軟
授

金
沢
大
学
牧
汀
学
部
教
授

躍
心
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
簿
師
・

束
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
手

東
京
成
想
短
期
大
学
敦
授

明
海
大
学
外
国
鍋
学
部
軟
授

東
京
学
芸
大
学
牧
育
学
郁
簿
師

東
京
大
学
大
学
院
栓
合
文
化
研
究
科
助
牧
授

図
密
鮒
愉
組
大
学
図
啓
囲
愉
報
学
部
軟
授

’へ
鈴
木
広
光
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
戟
授

曽
‐
根
誠
一
花
園
大
学
文
学
部
軟
授

永
，
渕
岨
朋
・
枝
・
京
都
学
団
大
学
経
済
学
部
助
救
授

西
田
正
宏
大
阪
女
子
大
学
人
文
社
会
学
郁
誘
師

野
口
隆
大
阪
学
院
大
学
経
済
学
部
獅
師

藤
田
風
一
関
西
大
学
文
学
筋
救
授

〔
中
国
・
四
国
地
区
〕

會
田
実
四
凶
大
学
文
学
部
軟
授

赤
松
万
里
叫
門
教
育
大
学
学
校
軟
育
学
郎
敦
授

石
川
一
肌
立
広
烏
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
救
授

大
伏
春
美
徳
島
文
理
大
学
文
学
部
教
授

尾
崎
千
佳
山
口
大
学
人
文
学
部
凝
師

川
崎
剛
志
就
実
女
子
大
学
文
学
部
教
授

久
保
田
啓
一
広
蝿
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
軟
授

倉
本
昭
梅
光
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

佐
々
木
亨
徳
島
文
理
大
学
文
学
部
助
教
授

下
田
祐
輔
徳
閥
文
理
大
学
文
学
部
助
教
授

妹
尾
好
信
広
脇
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
救
授

田
中
則
雄
島
根
大
学
法
文
学
部
助
教
授

田
村
憲
治
愛
娘
大
学
法
文
学
部
教
授

西
本
寮
子
肌
立
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
助
戟
授

長
谷
川
泰
志
広
勘
経
済
大
学
経
済
学
部
軟
授

福
田
安
典
愛
峨
大
学
軟
育
学
郎
助
救
授

古
瀬
雅
義
安
田
女
子
大
学
文
学
部
助
軟
授

星
野
佳
之
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
澗
心
女
子
大
学
文
学
部
牌
師

松
原
一
義
叫
門
教
育
大
学
学
校
救
育
学
郁
軟
授

森
下
要
治
広
脇
文
散
女
子
大
学
人
間
科
学
郎
助
教
授

山
本
秀
樹
岡
山
大
学
文
学
部
助
教
授

余
田
充
四
国
大
学
文
学
部
教
授

〔
九
州
地
区
〕

｜
｜
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今
井
明
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
教
授

後
小
路
薫
別
府
大
学
文
学
部
教
授

樫
潔
葉
子
九
州
女
子
大
学
文
学
郁
助
軟
投

勝
俣
隆
長
崎
大
学
軟
育
学
郁
軟
授

川
平
敏
文
熊
本
県
立
大
学
文
学
郁
鱒
師

下
野
孝
文
鼎
立
氏
崎
シ
ー
ポ
ル
ト
大
学
凶
隙
愉
慨
学
部
助
軟
授

鈴
木
元
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
助
救
授

高
橋
昌
彦
純
真
女
子
短
期
大
学
教
授

田
坂
憲
二
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
教
授

徳
岡
涼
国
立
蝦
養
所
再
春
荘
病
院
附
属
肴
護
学
校
非
常
勤
簿
師

中
原
豊
提
崎
大
学
紋
行
学
部
助
教
授

長
野
秀
樹
腿
崎
純
心
大
学
人
文
学
郁
助
教
授

横
手
一
彦
腿
崎
韓
合
科
学
大
学
共
通
牧
育
セ
ン
タ
ー
助
軟
投

米
谷
隆
史
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
凝
師

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
巧
年
３
月
瓢
日

浅
田
徹
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
助
教
授

飯
田
和
明
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
教
諭

池
田
三
枝
子
実
殿
女
子
大
学
文
学
部
助
軟
授

熊
本
英
人
駒
羅
大
学
仏
軟
学
郎
簿
師

鈴
木
・
豊
文
京
学
院
大
学
外
側
調
学
部
赦
授

堤
玄
太
帝
京
大
学
文
学
郁
堺
師

森
野
崇
一
掻
学
舎
大
学
文
学
部
助
教
授

山
下
哲
郎
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
非
術
勤
簿
師

湯
浅
佳
子
東
京
学
芸
大
学
軟
育
学
部
撫
師

青
椥
隆
志
東
京
成
偉
大
学
日
本
伝
統
文
化
学
科
助
教
授

小
林
徹
行
和
洋
女
子
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

近
藻
み
ゆ
き
爽
眼
女
子
大
学
文
学
郁
助
軟
授

近
藤
泰
弘
冴
山
学
院
大
学
文
学
郁
軟
授

佐
々
木
孝
浩
慶
應
義
整
大
学
附
属
研
究
所
斯
巡
文
服
溺
師

/へ

中
村
文
埼
玉
学
園
大
学
人
間
学
部
助
牧
授

二
階
堂
善
弘
茨
城
大
学
人
文
学
部
助
軟
授

別
府
節
子
出
光
奨
術
節
学
芸
側

宮
崎
康
充
宮
内
叶
餅
陵
部
刷
替
飼
在
官

湯
浅
吉
美
埼
玉
学
園
大
学
人
剛
学
部
助
軟
授

横
井
孝
実
殿
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
監
修
員

任
期
平
成
ｕ
年
４
月
１
日
～
平
成
遍
年
３
月
瓢
日

内
田
保
廣
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
教
授

金
井
圭
太
郎
共
立
女
子
中
学
校
教
舗

田
野
慎
二
広
脇
国
際
大
学
医
擬
梱
祉
学
郎
誘
師

二
又
淳
明
治
大
学
非
常
勤
鱒
師

舩
戸
美
智
子
国
立
東
戚
工
柔
商
辱
専
門
学
校
助
軟
授

共
同
研
究
員

任
期
平
成
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
賜
年
３
月
瓠
日

課
題
名
〔
人
情
本
の
所
蔵
鯛
査
〕

鈴
木
圭
一
川
崎
南
高
等
学
校
教
酋

佐
藤
悟
実
股
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

高
木
元
千
輩
大
学
文
学
部
教
授

中
村
勝
則
尾
週
大
学
学
術
文
化
学
部
碑
師

山
杢
誠
蝋
枝
北
商
等
学
校
軟
翰

桧
山
裕
子
背
山
学
院
応
等
郁
非
備
勤
獅
師

二
又
淳
明
治
大
学
法
学
部
非
常
勤
簿
師

木
越
俊
介
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

課
題
名
〔
高
乗
勲
氏
旧
蔵
古
典
籍
資
料
の
解
題
目
録

作
成
の
た
め
の
研
究
〕

三
村
晃
功
取
郁
光
縦
女
子
大
学
文
学
郁
教
授

塩
村
耕
名
古
随
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
軟
投

松
田
豊
子
元
・
取
都
光
旅
女
子
大
学
文
学
郁
助
手

課
題
名
〔
談
義
本
の
基
礎
的
研
究
〕

/‐
武
藤
元
昭
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

石
川
了
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授

篠
原
進
青
山
学
院
大
学
文
学
部
救
授

山
本
卓
関
西
大
学
文
学
部
牧
授

神
谷
勝
広
名
古
風
文
理
大
学
愉
報
文
化
学
部
助
軟
授

宮
尾
與
男
元
・
玉
川
学
園
女
子
畑
期
大
学
専
任
獅
師

土
屋
順
子
大
要
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
識
師

課
題
名
〔
わ
が
国
に
お
け
る
「
三
言
二
拍
』
受
容
の

研
究
〕

小
川
陽
一
大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
授

山
口
建
治
神
奈
川
大
学
外
国
獺
学
部
軟
授

木
越
華

治
金
沢
大
学
文
学
郁
救
授

稲
田
鯨
信
粟
京
郁
立
大
学
人
文
学
部
教
授

福
田
安
典
愛
姐
大
学
救
育
学
部
助
牧
授

田
中
則
雄
島
根
大
学
法
文
学
部
助
救
授

近
衞
典
子
駒
博
大
学
文
学
部
助
教
授

課
題
名
〔
増
補
本
『
和
歌
一
字
抄
」
に
関
す
る
研
究

情
報
の
出
版
公
開
〕

井
上
宗
雄
立
教
大
学
名
誉
救
授

妹
尾
好
信
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
紋
授

古
瀬
雅
義
宏
田
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授

日
比
野
浩
信
鍵
知
大
学
翅
期
大
学
部
非
常
勤
簿
師

蔵
中
さ
や
か
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
助
軟
授

鶏
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人事異動（平成14年3月～平成14年8月）
【教育系職員】
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発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧（現）官職
14．3．31

〃

14．4．1

〃‘

〃

多

14．4．1

参

多

多

〃

〃

14．4．1

歩

多

14．7．1

新藤協三

高木俊輔

田渕句美子

加藤昌嘉

大友一雄

青木睦

加藤聖文

武藤元昭

竹本幹夫

原島陽一

安野一之

齋藤悦正

赤松万里

樋口大祐

田島達也

ﾛｰ↓愛》-ノエ↓

東洋大学文学部教授．

立正大学文学部教授

〔昇任〕

文献資料部教授

整理閲覧部助教授

史料館教授

史料館助教授

〔採用〕

史料館助手

文献資料部客員教授(15.331まで）

研究悩報部客員教授(15.331まで）

史料館客員教授(15.3.31まで）

研究悩報部非常勤研究員（153.31まで）

史料館非常勤研究員(15.331まで）

〔併任等〕

文献資料部助教授(14.930まで）

研究悩報部助教授(15.3.31まで）

史料館助教授(153.31まで）

〔外国人研究員〕

文献資料部客員教授(14.1231まで）

文献資料部教授

史料館教授

整理閲覧部助教授

大阪大学大学院文学研究科助手

史料館助教授

史料館助手

<青山学院大学文学部教授）

(早稲田大学文学部教授）

(元文化女子大学文学部教授）

(喝門教育大学学校教育学部教授）

(神戸大学文学部助教授）

(北海道大学大学院文学研究科助教授）

(フランス国立高等研究院教授）

発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧（現）官職

14．3．31

14．4．1

ヶ

〃

〃

参

多

少

〃

〃

多

み

14．4．1

ケ

今

多

多

多

多

多

少

14．5．1

14．4．1

ヶ

14．4．1

ヶ

ら

令

今

竹之内重雄

酒井和博

田村正夫

加藤洋一

本多静

山本和彦

伊藤陽子

小室史郎

佐野一良

岩崎光二

須賀誠

篠崎勲

佐藤晃一

長坂悦朗

岩村ときわ

荒井久典

渡邊隆之

入江琢也

北村滋

原美和子

萩原貴志

伊藤健一

〔採用〕

澁谷麻里子

竹之内亟雄

〔館内異動〕

増井ゆう子

和田洋一

戸田加代子

喜多妙子

林宏保

〔定年退職〕

〔転出〕

神戸大学研究協力調整官

東京学芸大学総務部人事課長

東京大学生産技術研究所総務課人事掛長

東京工業大学すずかけ台地区庶務課研究振興掛長

東京工業大学施股部企画課工事経理掛長

横浜国立大学附属図番館悩報管理課総務係長

東京学芸大学経理部主計課管財係長

独立行政法人国立国語研究所会計課専門職員

東京大学医学部附属病院管理課用度第三掛主任

東京学芸大学教育学部第一事務係員

東京大学原子力研究総合センター会計掛貝

〔転入〕

管理部庶務課長

整理閲覧部悩報サービス室長

管理部庶務課庶務係長

管理部庶務課共同利用係長

管理部会計課総務係長

管理部会計課経理係長

管理部会計課用度係長

管理部会計課管財係管財主任

管理部庶務課人事係員

管理部会計課悩報処理係員

管理部庶務課共同利用係員

管理部庶務課

整理閲覧部悩報サービス室受入係員

整理閲覧部悩報サービス室傭報整備係員

整理閲覧部悩報サービス室傭報サービス係員

整理閲覧部悩報サービス室参考普及係員

史料館兼務

管理部庶務課専門職員

管理部庶務課長

整理閲覧部悩報サービス室長

管理部庶務課嚥務係長

管理部庶務課共同利用係長

管理部会計課篭務係長．

管理部会計課経理係長

管理部会計課用度係長

管理部会計課管財係管財主任

管理部会計課捕報処理係傭報処理北任

管理部庶務課人事係員

管理部庶務課共同利用係員

福井医科大学総務部庶務課長

秋田工業高等専門学校会計課長

東京大学医科学研究所管理課庶務掛主任

東京大学医学部附属病院総務課教育研修掛主任

東京大学農学系学術国際課附属水産実験所事務主任

東京工業大学経理部主計謀第1管財掛第1管財主任

東京学芸大学学務部学務課総務係主任

東京大学施設部建築課工事計画掛主任

東京学芸大学経理部主計課

宇都宮大学工学部

．

巳
９

整理閲覧部梢報サービス室傭報整備係員

整理閲覧部傭報サービス室受入係員

整理閲覧部愉報サービス室参考普及係員

整理閲覧部愉報サービス室悩報サービス係員
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◆
館
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写
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。
ま
た
、
年
に
数
回
開
催
の
○
『
田
安
徳
川
家
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来
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典
籍
』
、
（
三

一
大
学
等
に
所
属
し
て
い
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方
は
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属
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常
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に
、
特
別
展
示
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年
弥
井
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開
催
〕
◆
利
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案
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一
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、
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一
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催
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催
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〈
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れ
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さ
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を
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込
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。
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。
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平成14年度秋・冬季学会①事務局"②開催日③会場
（プログラム等詳細は当館ホームページ参照）

，､歌舞伎学会①〒1698050新宿区西早稲田1-61早稲田大学演劇博物館内03.32034141内線71-5936(月曜午
後のみ）②12月7．8日③青山学院大学： 、‘・

j訓点語学会①〒1550032世田谷区代沢1-20-lOfaxO3-3487.4891@11月8日③徳島大学、
，国語学会①〒113.0033文京区本郷7-3-1東京大学文学部国語研究室内03.5841-3813事務取扱〒113-00033

.文京区本郷1-13-7日吉ハイツ40403a5802-0615.@l1月9･10日③徳島大学〆
上代文学会①〒142-8602品川区大崎4-2-16立正大学文学部906(近藤）研究室内03-5487-3286:

②11月16.17日③武蔵野女子大学
昭和文学会①〒101.0064千代田区猿楽町2-2-5笠間書院内03-3295-1331@11月16.i7日③仏教大学
全国大学国鰭教育学会①〒6808551鳥取市湖山町南4-101鳥取大学教育地域科学部内0857-31-5083

②10月19･20日③長野県勤労会館

全国大学国語国文学会①〒1010064千代田区猿楽町1-3.1㈱おうふう気付03-3294-0857
②11月30日・12月1日③東北大学

A・中古文学会①〒101-8301千代田区神田駿河台1-l明治大学文学部日向研究室内03-3296-2194
②10月12．13日③相愛大学

－．中世文学会①〒108-8345東京都港区三田2-15.45慶應義塾大学文学部石川透研究室内03-5427-1178
②10月26～28日③中京大学

日本演劇学会①〒560.8532豊中市待兼山町1.5大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室066850-6111.
②12月7．8日③平安会館（京都）

日本音声学会①〒113-8622文京区本駒込5169日本学会事務センター03-5814-5801j

②9月28.29日③東京女子大学

日本歌謡学会①〒3400042草加市学園町1-1濁協大学外国語学部言語文化学科飯島一彦研究室内048･8943.
1039@10月5．6日③鹿児島県立歴史資料センター黎明館（鹿児島市）

日本近世文学会①〒102-8357千代田区三番町12大妻女子大学文学部江本裕研究室内03-5275-6000

②11月2．3日．③長崎大学
日本近代文学会①〒176-0024練馬区中村2-20.203-6761-6868事務取扱〒113-8622文京区本駒込5-16-9

学会セ?/ターC21日本学会事務センター内03-5814-5810@10月26･27日③日本女子大学
日本言鰭学会①〒602.8048京都市上京区下立売通小川東入075-415-3661@11月3．4日③東北学院大学
日本語教育学会①〒lOl-0065千代田区西神田2-4-1東方学会新館03-3262-4291･

②10月12.13日③高知大学
日本児童文学学会，①〒484.8503犬山市字内久保61-1名古屋経済大学短期大学部川勝研究室内…

0568-67-0616㈹②10月26･27日③明星大学

日本社会文学会①〒840.8502佐賀市本庄l佐賀大学文化教育学部日本・アジア文化講座0952-28.8221
②10月19．20日③高野山大学

日本文学協会①〒170.0005豊島区南大塚2-17-1003-3941e2740@11月30日・12月1日③清泉女子大学
へ日本文学風土学会①〒277-8585東葛飾郡沼南町大井2590二松学舎大学文学部04-7191-8573

②11月9．10日③中京大学
日本文体験学会①〒110.0004台東区下谷1-5-34三修社内03.3842.1711J:

②11月30日・12月1日③関西外国語大学短期大学部
日本方言研究会①連絡先l〒192-0397八王子市南大沢l-l東京都立大学国語研究室内日本方言研究会幹事

・0426-77-2135連絡先2〒115-8620北区西ケ丘3-9-14国立国語研究所気付日本方言研究会幹事

03-5993-7630②11月8日③徳島大学
俳文学会“①〒184-8501小金井市貫井北町4-1?1東京学芸大学教育学部言語文学第一学科鴫中道則研究室内

042-329-7243②10月19･20日③青山学院大学
萬葉学会①〒558.8585大阪市住吉区杉本3-3.138大阪市立大学文学部国語・国文学研究室内06-6605.2413,

2414@10月12～15日③弘前大学
紫式部学会①〒230-0063横浜市鶴見区鶴見2-1-3鶴見大学文学部日本文学科研究室内045-581-1001(ft)

②12月7日③学習院大学
和歌文学会①〒156-8550世田谷区桜上水3-25-40日本大学文理学部国文学研究室内03.5317-9706faxO3.

5317.9219②10月26～28日③日本大学文理学部
和漢比較文学会①〒102.8160千代田区富士見2-17-l法政大学文学部天野紀代子研究室内03-3264-9479

②9月28～30日③太宰府天満宮
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